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筑
摩
県
下
博
覧
会
に
み
る「
開
化
」の
諸
相

明
治
初
年
の
博
覧
会
と
地
域
社
会

は
じ
め
に

❶
筑
摩
県
下
博
覧
会
の
概
観

❷「
開
化
」
を
通
じ
た
卓
越
化
／
序
列
化

❸「
開
化
」
か
ら
勧
業
へ

お
わ
り
に

一
九
世
紀
後
半
は
、「
博
覧
会
時
代
」
と
も
い
わ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
万
国
博
覧
会

を
契
機
と
し
て
、
博
覧
会
ブ
ー
ム
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
波
を
受
け
、
明
治
維
新
後
の
日

本
で
も
各
地
で
博
覧
会
が
催
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
稿
で
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
地
方
博
覧
会
の
諸
相
に
つ
い
て
、
筑
摩
県
（
現
在
の
長
野
県
中

南
部
お
よ
び
岐
阜
県
北
東
部
）
の
事
例
か
ら
検
討
を
加
え
た
。
筑
摩
県
の
特
徴
は
、
中
心
地
で
あ
る

松
本
だ
け
で
な
く
、
県
下
各
地
で
博
覧
会
が
催
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。
そ
の
数
は
、
わ
ず
か
五
年

に
満
た
な
い
存
続
期
間
で
、
現
在
確
認
で
き
る
だ
け
で
全
二
七
回
に
及
ぶ
。

筑
摩
県
で
は
、
県
下
各
地
で
博
覧
会
が
盛
ん
に
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
担
い
手

と
な
っ
た
博
覧
会
社
の
動
向
や
会
の
趣
旨
文
を
手
が
か
り
に
検
討
し
た
。
第
一
に
、
博
覧
会
の
運
営

に
携
わ
る
こ
と
は
、
そ
の
担
い
手
た
ち
に
卓
越
し
た
立
場
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
担
い
手

た
ち
は
、
文
部
省
博
覧
会
事
務
局
な
ど
と
の
交
渉
に
よ
り
地
域
の
外
か
ら
知
・
情
報
を
取
り
次
い
だ

り
、
展
示
す
る
に
相
応
し
い
モ
ノ
や
コ
ト
を
選
別
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
、「
開
化
」
の
主
導
権

を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
第
二
に
筑
摩
県
下
各
地
の
趣
意
書
で
は
、
地
元
の
名
所
・
旧
跡
と
関
連
づ
け

て
開
催
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
た
。
博
覧
会
は
、
地
域
意
識
を
喚
起
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た

松
本
な
ど
先
行
す
る
地
域
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
意
識
も
、
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て
い
た
。「
開
化
」

の
趨
勢
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
、各
地
で
競
い
合
う
よ
う
に
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
く
様
子
が
窺
え
た
。

明
治
初
年
の
博
覧
会
は
、「
開
化
」
を
象
徴
す
る
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
諸
関
係
の

再
編
成
を
促
し
て
い
た
。
し
か
し
地
方
博
覧
会
で
模
索
さ
れ
て
い
た
「
開
化
」
は
、
明
治
新
政
府
が

意
図
と
し
た
勧
業
の
趣
旨
と
重
な
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
筑
摩
県
下
博
覧
会
で
は
、

「
品
評
」
や
「
農
議
所
」
と
い
っ
た
試
み
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
実
効
性
を
と
も
な
う
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
博
覧
会
の
趣
旨
が
「
開
化
」
か
ら
勧
業
へ
と
本
格
的
に
移
行
す
る
の
は
、
内
国

勧
業
博
覧
会
が
始
ま
る
明
治
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
と
見
通
さ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
文
明
開
化
、
博
覧
会
、
筑
摩
県
、
地
域
意
識
、
勧
業
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は
じ
め
に

一
九
世
紀
後
半
は
、「
博
覧
会
時
代
」
と
も
い
わ
れ
る
（
（
（

。
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
（
一
八
五
一
年
）
か
ら
パ
リ
（
一
九
〇
〇
年
）
ま
で
、
計
五
回

の
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
万
博
の
盛
り
上
が
り
を
背
景
に
、
博
覧

会
ブ
ー
ム
は
各
国
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
。

一
連
の
博
覧
会
は
、
世
界
や
モ
ノ
に
対
す
る
人
び
と
の
「
ま
な
ざ
し
」
に
変
質
を

迫
る
場
と
な
っ
て
い
た
。
吉
見
俊
哉
が
、
博
覧
会
を
通
じ
て
「
帝
国
」
や
「
消
費
社

会
」
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
世
界
を
把
握
す
る
視
座
が
人
び
と
に
も
た
ら

さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
（
（

。
さ
ら
に
松
田
京
子
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
知
」
の
枠

組
み
は
、
内
国
勧
業
博
覧
会
と
り
わ
け
第
五
回
で
企
画
さ
れ
た
「
人
類
館
」
や
「
台

湾
館
」
を
通
じ
「
日
本
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
（
（
（

。

一
方
、
近
世
日
本
か
ら
の
連
続
性
を
見
通
し
た
研
究
と
し
て
、
鈴
木
廣
之
の
業
績

が
あ
る
（
（
（

。
鈴
木
は
、
旧
幕
臣
を
中
心
と
し
た
「
好
古
家
」
の
動
向
を
追
跡
す
る
こ
と

で
、
近
世
の
物
産
会
か
ら
近
代
の
博
覧
会
へ
の
移
行
過
程
に
「
物
の
秩
序
」
の
変
容

を
読
み
取
っ
た
。
ま
た
モ
ノ
の
分
類
と
い
う
論
点
に
関
連
し
て
、
久
留
島
浩
に
よ
る

研
究
も
注
目
に
値
す
る
（
（
（

。
久
留
島
に
よ
れ
ば
、
博
覧
会
を
通
じ
た
モ
ノ
の
分
類
は
、

「
国
民
の
歴
史
」
の
徴
証
と
な
る
か
否
か
と
い
っ
た
新
し
い
価
値
基
準
に
も
と
づ
き

「
古
器
旧
物
」
を
「
文
化
財
」
へ
と
再
編
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

他
方
で
明
治
維
新
後
は
、
地
方
で
も
博
覧
会
が
盛
ん
に
催
さ
れ
て
お
り
、
事
例
研

究
が
一
定
程
度
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
（
（

。
東
京
奠
都
に
よ
る
衰
退
（
京
都
）
や
戊
辰
戦

争
か
ら
の
復
興
（
若
松
）、
天
皇
巡
幸
（
宮
城
）
な
ど
、
地
方
博
覧
会
の
開
催
に
至

る
地
域
ご
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
筑
摩
県
を
対
象
に
明
治
初
期
の
地
域
社
会
で
博
覧
会
が
開
か
れ
た
こ
と

の
意
味
を
問
い
直
し
、
さ
ら
な
る
事
例
蓄
積
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
筑
摩
県
下
博
覧

会
に
つ
い
て
、
有
賀
義
人
の
先
駆
的
研
究
を
参
照
し
て
お
こ
う
（
（
（

。
有
賀
は
、
県
下
各

地
で
開
催
さ
れ
た
点
に
、
筑
摩
県
下
博
覧
会
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
展

示
品
に
関
す
る
分
析
か
ら
、「
資
本
主
義
発
展
の
理
念
」
と
は
未
だ
直
結
し
な
い
「
骨

董
品
博
覧
会
」
で
あ
り
「
啓
蒙
的
役
割
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
評
価
し
て
も
い
る
。

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
か
つ
て
、
こ
の
時
期
の
地
方
博
覧
会
を
内
国
勧
業
博
覧
会

（
一
八
七
七
年
以
降
）
の
「
前
史
」
と
位
置
づ
け
る
だ
け
で
は
そ
の
歴
史
的
意
義
を

十
分
に
把
握
で
き
な
い
と
考
え
、
担
い
手
の
視
点
か
ら
の
と
ら
え
直
し
を
試
み
た
（
（
（

。

そ
の
な
か
で
博
覧
会
が
、
担
い
手
た
ち
が
「
開
化
」
の
意
味
を
読
み
換
え
る
こ
と

で
、
馬
市
場
の
再
興
な
ど
地
域
的
諸
課
題
の
解
決
を
試
み
る
場
と
も
な
っ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。

こ
こ
で
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
博
覧
会
の
理
念
や
位
置
づ
け
の
曖
昧
さ
で
あ
る
。
つ

ま
り
博
覧
会
を
通
し
た
「
啓
蒙
」
や
「
開
化
」
の
意
味
内
容
そ
れ
自
体
は
、
必
ず
し

も
具
体
的
・
実
際
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

地
域
利
害
の
実
現
な
ど
諸
主
体
の
文
脈
に
応
じ
た
読
み
換
え
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
か
か
る
「
開
化
」
を
め
ぐ
る
暗
中
模
索
の
過
程
は
、
地

域
の
社
会
的
諸
関
係
あ
る
い
は
秩
序
再
編
を
少
な
か
ら
ず
促
し
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。本

稿
で
は
、
如
上
の
観
点
に
引
き
続
き
立
ち
な
が
ら
、
博
覧
会
に
み
る
「
開
化
」

の
諸
相
を
さ
ら
に
多
角
的
に
描
出
し
た
い
。
具
体
的
に
は
第
一
に
、
筑
摩
県
内
の
開

催
状
況
や
観
客
動
員
な
ど
、
博
覧
会
の
基
礎
的
事
項
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
第

二
に
、
願
書
や
趣
旨
文
を
主
た
る
手
が
か
り
と
し
、
博
覧
会
が
「
開
化
」
を
尺
度
と

し
た
人
間
・
地
域
間
の
諸
関
係
の
再
編
を
促
進
す
る
様
相
を
読
み
取
る
。
第
三
に
、

展
示
品
に
対
す
る
「
品
評
」
の
取
り
組
み
な
ど
か
ら
、
明
治
初
年
代
の
「
開
化
」
の

博
覧
会
が
、
明
治
一
〇
年
代
以
降
の
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
と
接
続
す
る
局
面
を
と
ら

え
る
。
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
地
方
博
覧
会
の
特
質
を
あ
ぶ

り
出
し
た
い
。
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❶
筑
摩
県
下
博
覧
会
の
概
観

本
稿
が
対
象
と
す
る
筑
摩
県
は
、
現
在
の
長
野
県
中
南
部
と
岐
阜
県
北
東
部
に
位

置
し
、
一
八
七
一
年
に
信
濃
国
松
本
、
高
島
、
高
遠
、
伊
那
、
飯
田
県
と
飛
騨
国
高

山
県
を
合
併
し
て
成
立
し
た
。
筑
摩
、
安
曇
、
諏
訪
、
伊
那
郡
（
信
濃
国
）
と
、
大

野
、
益
田
、
吉
城
郡
（
飛
騨
国
）
の
全
七
郡
で
構
成
さ
れ
、
飛
騨
山
脈
や
木
曽
山
脈

な
ど
の
山
間
部
を
含
む
比
較
的
広
大
な
県
域
を
管
轄
し
た
。
そ
の
後
一
八
七
六
年
の

長
野
県
お
よ
び
岐
阜
県
へ
の
合
併
ま
で
、
約
五
年
間
に
わ
た
り
存
続
し
た
。

筑
摩
県
下
博
覧
会
の
特
徴
は
前
述
の
通
り
、
県
庁
が
所
在
す
る
松
本
の
み
な
ら

ず
、
県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
加
え
て
、
松
本
の
全
五
回
を
筆
頭
に
、

複
数
回
に
お
よ
ぶ
地
域
も
あ
る
。
わ
ず
か
五
年
の
あ
い
だ
に
、
少
な
く
と
も
全
二
七

回
の
開
催
が
確
認
で
き
る
（
図
1
）。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
筑
摩
県
で
博
覧
会
が
と

り
わ
け
盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
（
（

。

図1　郡ごとの開催状況（括弧内は回数）
出典：塩原佳典『名望家と<開化>の時代』

［京都大学学術出版会，2014年，27頁］に加筆

こ
の
当
時
の
博
覧
会
は
、
多
数
の
観
客
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
松
本
城
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
松
本
博
覧
会
（
一
八
七
三
年
）
の
会

期
は
三
〇
日
間
で
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
開
場
し
て
い
た
。

こ
の
会
に
つ
い
て
、「
人
民
喧
伝
呼
応
シ
、
老
ヲ
扶
ケ
幼
ヲ
携
ヘ
開
場
ヘ
輻

輳
ス
ル
者
日
々
四
五
千
人
ニ
下
ラ
ス
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
ま
た
第
二
回

飯
田
博
覧
会
（
一
八
七
五
年
）
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
日
あ
た
り
二
〇
〇

～
六
〇
〇
人
程
度
の
来
場
が
あ
っ
た
（
（1
（

。「
日
々
四
五
千
人
」
と
の
報
道
に
は

誇
張
が
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、一
定
の
集
客
力
は
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

多
く
の
観
客
を
集
め
た
博
覧
会
は
、
地
元
経
済
を
う
る
お
す
催
し
と
も

な
っ
て
い
た
。
県
行
政
文
書
に
は
、
会
場
周
辺
で
「
茶
店
」
や
「
肴
并
煮
売
」

な
ど
を
臨
時
に
出
店
し
た
い
と
の
「
商
法
」
願
い
が
多
数
綴
じ
込
ま
れ
て
い

る
（
（1
（

。
ま
た
第
二
回
松
本
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
）
で
は
、
四
月
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、「
場
中
花
木
ヲ
植
付
ケ
看
客
ノ
遊
目
ニ
供
」
す
る
と
の
企
画

が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。「
植
付
」
の
費
用
は
、
浅
間
温
泉
の
業
者
に
負
担

さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
博
覧
会
の
催
主
た
ち
は
、「
浅
間
温
泉
場
客
歳
博

覧
会
中
莫
大
ノ
金
握
不
計
幸
福
ヲ
得
候
訳
ニ
テ
」
や
「
浅
間
温
泉
之
義
客
冬

発
会
之
節
浴
客
群
集
其
利
潤
不
少
」
な
ど
と
理
屈
づ
け
る
こ
と
で
、
宿
泊
業

者
た
ち
に
費
用
を
拠
出
さ
せ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
県
に
掛
け

合
っ
て
い
る
（
（1
（

。
博
覧
会
に
よ
り
、
地
元
に
「
金
握
」
や
「
幸
福
」
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
と
の
認
識
が
窺
え
る
。

1 
 

図 1．筑摩県地図と博覧会 

 
出典：塩原佳典『名望家と<開化>の時代』（京都大学学術出版会、2014 年、27 頁）に加筆 

 

 

図表別刷り：「明治初年の博覧会と地域社会」 

1873～76：松本博覧会（5） 
1874～75：福島博覧会（2） 
1875：神宝博覧会（1） 

1874～76：高嶋博覧会（3） 
1875：下諏訪博覧会（1） 

1874：高山博覧会（1） 
1876：桜山小博覧会（1） 

1874、75：大町博覧会（2） 
1875～76：一日市場博覧会（2） 

1874～76：飯田博覧会（4） 
1874～76：高遠博覧会（3） 
1876：赤穂博覧会（1） 

1875：古川博覧会（1） 

島
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博
覧
会
は
、
明
治
初
年
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
一
定
の
集
客
と
経
済
振
興
に
つ

な
が
る
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
境
内
や
門
前
に
「
殷
賑
」
を
も
た
ら
し
た
近
世

の
開
帳
（
（1
（

の
よ
う
な
催
し
と
も
共
通
す
る
特
性
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
博
覧
会
は
、
明
治
初
年
な
ら
で
は
の
時
代
性
を
帯
び
た
「
新
し
い
」
催
し

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
も
い
た
。
博
覧
会
は
、
地
域
社
会
の
諸
関
係
に
ど
の
よ
う

な
変
容
を
迫
っ
た
の
か
。
次
章
で
は
、か
か
る
論
点
に
つ
い
て
、「
開
化
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

❷「
開
化
」を
通
じ
た
卓
越
化
／
序
列
化

（
一
）
理
念
と
し
て
の
「
開
化
」

一
連
の
筑
摩
県
下
博
覧
会
は
、
一
八
七
三
年
一
一
月
一
〇
日
に
松
本
城
で
開
場
し

た
松
本
博
覧
会
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
の
博
覧
会
を
提
案
し
た
の
は
、
松
本
下
横
田
町

副
戸
長
の
市
川
量
造
で
あ
る
。
市
川
は
、
松
本
藩
政
期
に
は
町
方
で
名
主
を
つ
と
め

た
家
柄
の
出
身
で
、
博
覧
会
の
ほ
か
新
聞
発
行
や
学
校
設
立
、
下
問
会
議
設
置
な
ど

諸
事
業
に
同
時
並
行
で
携
わ
っ
て
い
た
。
市
川
が
博
覧
会
構
想
を
起
草
し
た
背
景
に

は
、当
時
松
本
城
が
競
売
に
付
さ
れ
破
却
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
（
（1
（

。

ま
た
明
治
政
府
が
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
（
一
八
七
三
年
五
～
一
一
月
）
へ
出
品
す

る
に
際
し
、
前
年
に
筑
摩
県
内
で
展
示
品
の
蒐
集
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
市

川
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
（
（1
（

。

さ
て
、
一
八
七
二
年
一
二
月
二
七
日
に
市
川
が
県
へ
提
出
し
た
博
覧
会
開
催
の
建

言
を
み
て
お
こ
う
（
（1
（

。
こ
こ
で
市
川
は
、「
海
外
博
覧
会
」
や
「
都
下
博
覧
会
」
な
ど

国
内
外
で
博
覧
会
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
現
状
に
ふ
れ
、「
人
々
開
知
ノ
益
少
カ
ラ

ズ
」
と
そ
の
効
能
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
「
遠
境
僻
地
」
た
る
筑
摩

県
で
は
、
そ
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
「
同
志
」
と
申
し
合
わ

せ
、「
古
器
旧
物
」
を
「
縦
観
」
さ
せ
る
博
覧
会
を
催
し
た
い
と
い
う
。
会
場
と
し

て
は
、
当
時
「
破
却
ノ
命
」
に
よ
り
競
売
に
か
け
ら
れ
て
い
た
松
本
城
の
天
守
櫓
を

落
札
し
、「
博
覧
館
」
あ
る
い
は
「
衆
庶
遊
観
ノ
地
」
と
し
て
保
存
・
再
利
用
す
る

計
画
で
あ
る
（
（1
（

。「
僻
邑
」
に
あ
っ
て
は
「
頗
ル
壮
構
」
な
松
本
城
を
会
場
と
す
る
こ
と

で
、「
龍
動
キ
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
」（
ロ
ン
ド
ン
・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
）
や
「
維
也

納
ミ
ユ
ゼ
エ
ム
」（
ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
も
比
肩
す
る
博
覧
会
と
し
た

い
と
の
構
想
を
語
っ
て
い
る
。

市
川
の
建
言
は
筑
摩
県
当
局
に
容
れ
ら
れ
、
第
一
回
松
本
博
覧
会
が
開
催
の
運
び

と
な
っ
た
。
図
2
は
、
会
期
中
の
松
本
旧
城
下
町
の
様
子
を
描
い
た
錦
絵
で
あ
る
（
（1
（

。

「
博
覧
会
社
」
の
署
名
と
と
も
に
、
会
場
と
な
っ
た
松
本
城
、
開
智
学
校
や
医
黌

兼
病
院
、
新
聞
局
知
新
社
や
御
布
告
新
聞
誌
縦
覧
所
な
ど
「
開
化
」
に
お
も
む
く
町

並
み
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
錦
絵
に
付
さ
れ
た
文
章
か
ら
、
博
覧
会
の
理
念
を
読

み
取
っ
て
お
こ
う
。
ま
ず
筑
摩
県
成
立
後
の
松
本
に
つ
い
て
、「
御
徳
沢
」
が
市
街

に
潤
い
人
び
と
が
「
開
化
」
に
進
ん
で
い
る
と
言
祝
い
で
い
る
。
し
か
し
「
山さ
ん
こ
く国

の

一い
ち
へ
き
け
ん

僻
県
」
で
は
、
み
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
学
び
の
機
会
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
県
下

の
「
土ど
じ
ん人

」
た
ち
を
教
導
す
べ
く
、「
有
志
」
が
会
社
を
結
成
し
博
覧
会
を
開
く
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
「
趣し
ゆ
し旨

」
は
、「
古こ
こ
ん今

の
沿え
ん
か
く
か
く
こ
く

革
各
国
の
風ふ
う
ぞ
く俗

」
を
蒐
集
・
展
示

し
「
相あ
い
を
し教

え
相あ
い
ま
な学

び
工く
ふ
う
ち
り
き

夫
智
力
を
交か
う
え
き易

」
す
る
こ
と
に
あ
る
。
筑
摩
県
で
も

「
倫ろ
ん
ど
ん敦
」（
イ
ギ
リ
ス
）
や
「
巴は

り

す
黎
斯
」（
フ
ラ
ン
ス
）、「
東と
う
き
や
う京
」
に
「
傚な
ら

」
い
、
博

覧
会
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、「
永
く
諸し
よ

人
の
文
明
を
導み
ち
び

き
、
開
化
の
階か
い
て
い梯
を
為な

す
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

市
川
の
建
言
と
錦
絵
か
ら
は
、「
文
明
」
を
尺
度
と
し
、
西
洋
諸
国
、
東
京
、
そ

し
て
筑
摩
県
を
序
列
化
す
る
世
界
観
と
と
も
に
、「
開
化
」
の
趨
勢
に
連
な
ろ
う
と

す
る
意
識
が
垣
間
み
え
る
。
担
い
手
た
ち
は
、
か
か
る
世
界
観
の
も
と
、
人
民
に
対

す
る
教
化
・
教
導
の
機
会
と
し
て
博
覧
会
を
主
催
し
て
い
っ
た
（
（2
（

。
こ
う
し
た
状
況
を

ふ
ま
え
次
節
で
は
、
博
覧
会
の
担
い
手
と
な
っ
た
「
有
志
」
た
ち
に
つ
い
て
、
そ
の

志
向
と
動
向
、
ま
た
地
域
社
会
に
お
け
る
立
場
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
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筑摩県博覧会

信濃国筑
ちくま

摩郡深
ふか

志
し

の城
しろ

ハ天正年
ねんかん

間小笠原氏の建
けんちく

築する処にて、尓
じ

後
ご

守
しゆ

主
しゆ

屡
しばしば

代
かハ

り今三百七十年の星霜を経

廃
はい

城
ぜう

となり、筑
ちくま

摩県
けん

と唱
とな

へ換
かん

為
い

してより、御徳
とくたく

沢日
にちにち

々市
しかい

街に潤
うるほ

ひ、人
じんみん

民月
つきづき

々に開
かいくわ

化に進
すす

む、然
しか

れども山
さんこく

国

の一
いちへき

僻県
けん

、見
み

るところ少
すくな

く知
し

らんと為
す

るに物
もの

乏
とぼ

し、故
ゆえ

に土
どじん

人をして知
ちけん

見多
おお

から令
しめ

んと、竟
つひ

に有
ゆうし

志会
くわいしや

社して

博
はくらんちやう

覧場を開
ひら

く事
こと

と成
な

りぬ、 抑
そもそも

この会
くわい

の趣
しゆし

旨たるや、古
ここん

今の沿
えんかく

革各
かくこく

国の 風
ふうぞく

俗を一
いちもく

目の下
もと

に集
あつ

め、彼
かれ

の俊
しゆん

、是
これ

の鈍
どん

を双
なら

べ、相
あい

教
をし

え相
あい

学
まな

び工
くふう

夫智
ちりき

力を交
かうえき

易するが如
ごと

き法
ほふ

にて、我
ハが

安政元年英
い ぎ り す

吉利の首
しゆと

都倫
ろんどん

敦に始
はじ

めて是
これ

を做
な

し、

次
つい

て二年の仏
ふ ら ん す

蘭西の首
しゆと

都巴
は り す

黎斯に開
ひら

きしより世
よ

に行
おこな

ハるゝこと盛
さか

んに至
いた

り、既
すで

に本朝にも東
とうきやう

京に早
はや

く此
このくわい

会を

開
ひら

けり、因
よ

りて是
これ

に傚
なら

ひ本年十一月十一日より旧
きゆうほんじやう

本城天守宝
ほうかく

閣中に開
かいえん

筵し、猶来陽ハ再
さいくわい

会を大いにし、続
つつひ

て

常備の博覧場と為
な

し、永く諸
しよ

人の文明を導
みちび

き、開化の階
かいてい

梯を為
な

すともなりかし、伹今年東京府博
はくぶつくわん

物館を始め

諸君より出
しゆつひん

品を願
ねが

ひ、来陽ハ西京の出品を乞
こ

ひ月を追
お

ひ、年を重
かさ

ね諸国の名
めいさん

産奇
きひん

品を集
あつ

め、往
ゆくゆく

々ハ世界万
はんこく

国

に及ぼし、盛
せいたい

大の博
はくらん

覧常備場と為
な

さんとす、大方の諸
しよ

君子爰に補
ほ

を垂
た

れ給
たまハ

ん事を 希
こひねが

ふ

博覧会社

図2 筑摩県博覧会（錦絵）
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は
地
元
の
事
情
に
通
ず
る
市
川
量
造
ら
発
案
者
の
助
言
が
介
在
し
て
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
博
覧
会
世
話
掛
は
、
そ
の
後
松
本
以
外
の
県
下
各
地
で
も
任
命
さ
れ
、

展
示
品
や
会
場
の
周
旋
な
ど
、
筑
摩
県
下
博
覧
会
の
開
催
を
下
支
え
し
て
い
く
。

た
だ
し
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
博
覧
会
を
直
接
的
に
主
催
し
て
い
た
の
は
、
地
元
で

結
成
さ
れ
た
博
覧
会
社
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
博
覧
会
社
は
、
市
川
の
よ
う
に
戸
長
や

学
校
世
話
役
、
そ
し
て
博
覧
会
世
話
掛
な
ど
を
兼
担
す
る
在
地
の
名
望
家
層
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
結
社
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
松
本
博
覧
会
社
に
つ
い
て
は
、
役
職
と
社

員
名
簿
が
現
存
し
て
お
り
、
組
織
が
確
認
で
き
る
（
（2
（

。
表
2
で
示
し
た
よ
う
に
、
松
本

博
覧
会
社
に
は
一
八
七
三
年
の
時
点
で
「
照
管
」

や
「
応
接
」
な
ど
一
〇
の
役
職
が
置
か
れ
、
構
成

員
は
全
五
七
人
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
地
域
の
博

覧
会
社
に
つ
い
て
は
社
員
名
簿
な
ど
が
見
当
た
ら

な
い
も
の
の
、
お
お
よ
そ
松
本
と
同
様
の
構
成
と

推
測
さ
れ
る
。

博
覧
会
の
経
営
面
に
つ
い
て
は
史
料
的
な
制
約

が
あ
り
未
詳
の
部
分
が
多
い
。
し
か
し
少
な
く
と

も
、
基
本
的
に
は
博
覧
会
社
が
経
費
を
負
担
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
一
八
七
五

年
一
〇
月
に
博
覧
会
社
か
ら
県
に
提
出
さ
れ
た
報

告
書
か
ら
み
て
お
こ
う
（
（2
（

。
こ
こ
で
は
、
一
八
七
三

年
の
初
回
以
来
四
度
に
お
よ
ぶ
博
覧
会
に
よ
り

「
営
繕
其
他
諸
費
ノ
多
キ
二
千
余
円
ノ
負
債
」
が

生
じ
た
た
め
、「
本
年
有
志
者
一
層
奮
発
シ
テ
有

名
無
実
ノ
社
員
ニ
係
セ
ス
負
債
若
干
金
ヲ
担
当

シ
、
速
ニ
之
ヲ
済
了
ス
ル
ヲ
得
」
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。「
有
志
者
」
を
中
心
と
し
た
社
員
た
ち
が

み
ず
か
ら
「
負
債
」
を
引
き
受
け
て
い
た
。

（
二
）
担
い
手
の
志
向

表
1
で
、
筑
摩
県
下
博
覧
会
の
会
場
や
会
期
、
担
い
手
な
ど
を
一
覧
化
し
た
。

筑
摩
県
は
、
第
一
回
松
本
博
覧
会
直
前
の
一
八
七
三
年
九
月
、
松
本
旧
城
下
在
住

の
五
四
人
を
選
出
し
、
博
覧
会
世
話
掛
と
し
て
任
命
し
て
い
た
（
（2
（

。
詞
令
案
は
、
福
沢

諭
吉
『
西
洋
事
情
』
に
も
言
及
し
な
が
ら
博
覧
会
の
意
義
を
述
べ
、「
我
県
治
隆
」

の
「
根
底
」
を
支
え
る
役
職
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
五
四
人
の
名
簿
に
は
、「
朱
点

△
印
ハ
好
事
家
、
◯
印
ハ
金
満
家
」
と
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
人
選
に
あ
た
っ
て

出典：各年の筑摩県庁博覧会関係簿冊より抽出（長野県立歴史館蔵）

No 博覧会名 会場 期間 主催者

1 松本博覧会 松本城（筑摩郡） 73.11.10 ～ 12. 9 松本博覧会社

2 飯田博覧会 岩戸社（伊那郡） 74. 3.20 ～  4.10 飯田博覧会社

3 松本博覧会 松本城（筑摩郡） 74. 4.15 ～  6.  3 松本博覧会社

4 高島博覧会 正願寺（諏訪郡） 74. 5.17 ～  6.  5 高島博覧会社

5 大町博覧会 旧陣屋（安曇郡） 74. 7. 1 ～ 10 大町博覧会社

6 高遠博覧会 満光寺（伊那郡） 74. 7.20 ～ 30 高遠博覧会社

7 高山博覧会 高山支庁（大野郡） 74. 8. 1 ～ 15 高山博覧会社

8 福島博覧会 興禅寺（木曽郡） 74. 8.10 ～ 25 福島博覧会社

9 高島博覧会 正願寺（諏訪郡） 75. 3. 5 ～ 30 高島博覧会社

10 松本博覧会 松本城（筑摩郡） 75. 4. 1 ～ 30 松本博覧会社

11 飯田博覧会 峯高寺（伊那郡） 75. 4.20 ～  5.10 飯田博覧会社

12 西高遠町博覧会 不明（伊那郡） 75. 5 不明

13 大町博覧会 六百八十七番屋敷（安曇郡）75. 5. 1 ～ 15 大町博覧会社

14 神宝博覧会 深志神社（筑摩郡） 75. 8. 1 ～ 10 松本博覧会

15 古川博覧会 本光寺（吉城郡） 75. 8. 1 ～ 15 古川博覧会社

16 飯田博覧会 峯高寺（伊那郡） 75. 9.21 ～ 10. 6 飯田博覧会社

17 福島博覧会 興禅寺（木曽郡） 75. 9.25 ～ 10. 9 福島博覧会社

18 明盛村小博覧会 博覧館（安曇郡） 75. 9.17 ～ 26 正副戸長・博覧会
世話掛ほか

19 下諏訪博覧会 来迎寺（諏訪郡） 75. 9. 28 ～ 15 下諏訪村博覧会社

20 松本博覧会 松本城（筑摩郡） 75.11. 5 ～ 12. 5 松本博覧会社

21 高島博覧会 正願寺（諏訪郡） 76. 4.11 ～ 30 高島博覧会社

22 松本博覧会 松本城（筑摩郡） 76. 4.15 ～ 5.14 松本博覧会社

23 一日市場博覧会 小博覧館（安曇郡） 76. 4.25 ～ 5.10 一日市場博覧会社

24 飯田博覧会 岩戸千別内（伊那郡） 76. 4.25 ～ 5.15 上飯田村士族

25 高遠博覧会 満光寺（伊那郡） 76. 4.25 ～ 5.4 高遠博覧会社

26 赤穂町博覧会 安楽寺（伊那郡） 76. 5. 5 ～ 20 赤穂町博覧会社

27 桜山小博覧会 郷社桜山小教院（大野郡） 76. 5. 5 ～ 20 高山博覧会社

表1 筑摩県下博覧会の一覧
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一
方
で
博
覧
会
は
、
博
覧
会
社
だ
け
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
県

行
政
も
少
な
か
ら
ず
運
営
に
関
与
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
博
覧
会
社
は
、
こ
こ
ま
で

み
た
よ
う
に
、
会
場
と
な
っ
た
松
本
城
の
利
用
や
開
催
そ
れ
自
体
に
際
し
て
も
、
県

の
許
可
を
取
り
つ
け
て
い
た
。
ま
た
会
期
の
直
前
に
は
、
博
覧
会
を
奨
励
す
る
布
達

が
権
令
・
永
山
盛
輝
の
名
義
で
発
出
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
博
覧
会
は
、
県
の
「
開
化
」
政

策
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
営
ま
れ
る
事
業
で
あ
っ
た
。
県
行
政
の
役
割
お
よ
び
博
覧

会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
改
め
て
検
討
す
る
。

こ
こ
で
は
、
博
覧
会
社
の
「
有
志
」
た
ち
が
、「
二
千
余
円
」
と
も
い
わ
れ
る
ほ

ど
の
負
債
を
抱
え
な
が
ら
も
、
な
ぜ
博
覧
会
を
開
催
し
続
け
た
の
か
と
い
う
問
題
を

表2 松本博覧会社の分課と担当者一覧

出典：「博覧会社事務分課役員表」1873 年［前掲「明治六年博覧会新聞誌書類留全」］

課名 職務 担当者

照管
博覧事務一切ニ関シ且社友
不作法ヲ検シ役員総 而 指揮
スルノ権アリ

佐々木了綱，笹井新平，市川量造，
神田久蔵，河野百寿

応接 外客対談ノ事務ヲ要ス 小原芳治，田中伝衛，小松清八郎，
勝久衛，河辺浄三

主記（司記）
寄送ノ物品一々簿牒ニ自記
シ展観ト計テ傷失ナカラシ
ムルヲ注意シ且違錯ナキヲ
要ス

倉科継次郎，今井和三郎，山辺嘉
七郎，伊藤清三郎，丸山八郎，中
川市郎平，山崎庄三，寺村徳十郎

展観 物品陳列スル事務主記ト計
テ違錯ナキヲ要ス

植松亀三，高美甚砂，伊藤末蔵，
飯森平三郎，細萱兵三郎，竹内禎
十郎，窪田重平，新田茂八郎，
鈴木燕二

照券 博覧通券ヲ授与シ開場日々
開闔ノ節出入計算ヲ要ス

白井清一，高橋勇蔵，佐々木㐂平，
鈴木善四郎，平林与吉，北村嘉衛，
落合六十郎

検工 会場修理ノ事務工夫ニ命シ
迅速ニ成ルヲ要ス

赤羽昌吾，大野与七，三原与五郎，
原田倖三，福井伴七

商員 出物売買ノ事務ヲ要ス 原㐂平，小木曽伝七，岡村源十，
牛山治郎，奥沢㐂四郎，太田宗七

攅計 貨幤出納并ニ臨時調物ノ事
務ヲ要ス

伊藤文七，大池源十，上條清治，
松尾五平

書記 書翰逓送規則頒布等ヲ要ス 丸山柔吉，下川治平

助生 諸課欠用ヲ補助ス 穂高条造，山崎庄十郎，安藤勘七，
手塚㐂平，吉沢儀七，中村万次郎

掘
り
下
げ
る
。
博
覧
会
に
携
わ
る
こ
と
は
、
担
い
手
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
立
場
の
卓
越
化
と
い
う

観
点
か
ら
説
明
を
試
み
た
い
。
つ
ま
り
博
覧
会
へ
の
参
画
が
、
地
域
社
会
で
「
開
化
」

を
主
導
す
る
立
場
に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
立
て
で
あ
る
。

そ
れ
は
第
一
に
、
地
域
社
会
の
内
と
外
を
取
り
結
ぶ
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
。
松
本
博
覧
会
社
の
「
有
志
」
た
ち
は
、
第
一
回
松
本

博
覧
会
の
開
催
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
展
示
品
の
調
達
に
周
旋
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ

の
調
達
先
の
ひ
と
つ
が
、
文
部
省
博
覧
会
事
務
局
で
あ
っ
た
。
以
下
は
、
協
力
を
取

り
つ
け
る
た
め
東
京
で
博
物
局
と
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
河
野
百
寿
・
北
村
嘉
衛
が

松
本
の
佐
々
木
了
綱
・
笹
井
新
平
・
市
川
量
造
・
神
田
久
蔵
（
い
ず
れ
も
博
覧
会
社

社
員
）
に
宛
て
た
書
翰
の
一
部
で
あ
る
（
（2
（

。

博
覧
会
事
務
局
隊
長
四
等
出
仕
従
五
位
町
田
様
与
申
御
方
兼
而
御
出
入
ニ
付
先

頃
郵
便
ニ
而
御
頼
有
之
候
ニ
付
此
頃
町
田
様
江
前
後
御
伺
申
上
候
処
、
冬（
当
）分

ニ
而

者
迚
も
田
舎
等
ニ
而
博
覧
会
相
開
候
義
も
六
ツ
ケ
敷
様
御
噺
有
之
候
ヘ
ハ
、
突

掛
表
向
ニ
而
御
用
状
而
已
御
差
出
し
被
成
候
而
も
隊
長
之
思
召
御
進
ミ
無
之
候

而
者
御
不
都
合
ニ
も
可
有
之
候
間
、
明
朝
御
出
勤
前
御
案
内
可
致
間
御
内
意
相

伺
候
上
御
取
計
可
然
様
申
聞
呉
候
ニ
付
、
今
八
日
朝
須
崎
殿
案
内
ニ
而
町
田
様

御
宅
江
相
伺
候
処
、
幸
ひ
御
籠
居
ニ
而
御
出
勤
無
之
早
速
御
目
見
江
相
叶
候
処
、

存
外
御
手
軽
之
事
ニ
而
種
々
無
服
臓
相
伺
御
用
状
持
参
之
趣
申
上
候
処
、
最
初

ハ
局
江
差
出
候
様
被
仰
聞
候
ヘ
共
、
段
々
御
噺
申
上
居
候
内
終
ニ
御
開
封
ニ
相

成
何
連
明
日
者
押
而
も
出
勤
精
々
取
計
向
談
判
之
上
局
よ
り
可
及
沙
汰
懇
ニ
被

仰
聞
、
就
而
者
当
所
博
覧
会
も
熟
説
い
た
し
如
何
様
之
品
宛
向
候
哉
追
々
申
可

聞
、
尚
当
所
ニ
而
も
貸
付
之
品
夫
々
都
合
も
い
た
し
可
及
沙
汰
旨
蒙
仰
十
一
時

頃
御
暇
頂
戴
、
夫
よ
り
筑
摩
県
御
出
張
所
江
罷
出
候
処
、
早
瀬
様
御
出
張
御
伺

申
上
候
処
、
兼
而
相
願
置
候
天
守
之
義
も
御
聞
届
ニ
相
成
候
趣
御
沙
汰
有
之
、
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且
博
覧
会
事
務
局
江
御
内
意
相
伺
御
手
続
共
調
申
上
候
処
御
歓
有
之
、
猶
此
上

用
向
も
有
之
候
ハ
ヾ
無
服
臓
可
申
出
段
厚
御
沙
汰
ニ
付
、
様
子
次
第
運
送
方
御

帳
面
相
願
度
旨
申
上
候
処
、
何
連
共
御
呑
込
ニ
相
成
候
間
一
先
安
心
仕
候
、
依

而
夫
よ
り
外
品
珍
品
周
旋
ニ
取
掛
リ
候
間
、
此
上
者
只
々
墓
（
マ
マ
）

取
出
品
之
分
取
纏

出
荷
相
成
候
場
、
片
時
も
取
急
度
祈
念
仕
候
得
共
、
誠
ニ
短
日
ニ
者
（
マ
マ
）頓

ト
当
惑

仕
候
、
就
而
者
御
地
之
義
も
嘸
々
短
日
之
折
柄
遠
察
仕
候
間
、
暮
々
も
無
御
油

断
御
取
計
向
奉
願
上
候
、
何
連
御
当
所
博
覧
会
拝
見
之
上
拝
借
之
御
品
相
預
リ

候
ヘ
ハ
早
速
郵
便
ニ
而
可
申
入
候

河
野
ら
が
協
力
を
求
め
た
当
初
、
博
覧
会
事
務
局
長
・
町
田
久
成
は
、
松
本
の
よ

う
な
「
田
舎
」
で
博
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
「
六
ツ
ケ
敷
」
と
冷
淡
な
反
応
を
示

し
て
い
た
。
そ
こ
で
河
野
ら
は
、
朝
方
の
「
御
出
勤
前
」
に
町
田
の
自
宅
を
訪
ね
た

と
こ
ろ
「
存
外
御
手
軽
」
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
腹
蔵
な
く
「
御
噺
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
町
田
は
、
河
野
ら
の
「
熟
説
」
に
耳
を
傾
け
、
遂
に
は
松
本
博
覧
会
へ
の

協
力
を
承
諾
し
た
と
い
う
。
河
野
ら
は
、
博
覧
会
事
務
局
の
協
力
を
取
り
つ
け
る
こ

と
が
で
き
「
一
先
安
心
」
で
あ
り
、
今
後
は
「
外
品
珍
品
」
を
急
い
で
蒐
集
し
松
本

へ
発
送
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。

河
野
ら
が
調
達
を
約
し
た
「
外
品
珍
品
」
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
博
覧
会
事
務
局

か
ら
筑
摩
県
に
宛
て
た
物
品
目
録
に
全
五
八
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
目
録
に

は
「
墺
国
博
覧
会
之
図
、
二
枚
」
の
ほ
か
、「
蝦
夷
弓
矢
、
二
ツ
」
や
「
朝
鮮
笛
、
一

口
」、「
支
那
骨
牌
、
東
京
博
覧
館
へ
満
川
新
三
献
品
之
内
十
枚
」
な
ど
の
中
国
や
朝

鮮
、
ア
イ
ヌ
関
連
の
品
物
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
「
狗エ

ソ母
魚
、
一
尾
」
や
「
信ア
ホ
ウ
ド
リ

天
翁

ノ
羽
、
海
禽
」
な
ど
の
剥
製
品
、「
化
石
、
五
品
」
や
「
サ
ン
ゴ
類
、
三
品
」
な
ど

の
鉱
物
も
み
え
る
。
そ
の
多
く
に
「
遣
リ
切
」
と
あ
り
、
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
「
和
蘭
古
代
之
女
衣
裳
、
一
ツ
」
な
ど
一
部
は
、「
可
取
戻
」
と
返

却
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
有
田
焼
、
カ
ー
ヒ
つ
ぎ
一
、
砂
糖
壺
一
、
乳
入

一
、
カ
ー
ヒ
呑
皿
共
二
、
代
金
十
五
円
六
十
銭
」
と
「
七
宝
焼
大
花
瓶
、
第
十
五
号
、

一
対
、代
金
百
円
」
は
購
入
品
で
あ
る
。
地
域
外
部
（
こ
の
場
合
は
博
覧
会
事
務
局
）

と
の
交
渉
を
経
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
外
品
珍
品
」
が
博
覧
会
場
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
。

「
開
化
」
を
主
導
す
る
立
場
は
第
二
に
、
地
域
社
会
の
身
近
な
他
者
を
序
列
づ
け

る
視
線
を
内
包
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
市
川
の
建
言
や
博
覧

会
錦
絵
か
ら
看
取
し
た
担
い
手
た
ち
の
世
界
観
・
意
識
か
ら
も
看
取
で
き
よ
う
。
彼

ら
は
、「
一
僻
県
」
の
「
土
人
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
愚
民
観
の
も
と
、
博
覧
会
を

通
じ
人
民
を
教
化
・
教
導
す
る
立
場
に
自
ら
を
置
い
て
い
た
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
視
線
は
、
実
際
の
展
示
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
第
三
回
松
本

博
覧
会
（
一
八
七
五
年
、
表
１
の
№
10
）
で
は
、
学
校
教
育
の
成
果
を
展
示
す
る
企

画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
以
下
は
、
博
覧
会
社
が
県
に
提
出
し
た
願
書
の
一
部
で

あ
る
（
（2
（

。博
覧
会
開
筵
ノ
際
毎
校
一
纏
メ
各
学
校
ノ
優
等
生
ヲ
選
出
シ
或
ハ
作
文
或
ハ
揮

毫
ノ
人
員
ヲ
総
ヘ
、
会
場
物
品
受
附
所
ニ
之
ヲ
報
シ
契
子
ヲ
附
シ
テ
予
メ
時
日

ヲ
期
シ
置
キ
、
該
校
々
ノ
教
員
ヲ
シ
テ
優
等
生
ヲ
引
率
セ
シ
メ
、
各
校
看
客
群

集
シ
テ
目
前
ニ
テ
其
業
ヲ
試
ミ
師
範
校
教
員
ノ
鑑
定
ヲ
仰
キ
、
等
ヲ
別
チ
以
テ

場
中
ニ
貼
出
セ
ハ
実
ニ
博
覧
場
中
活
発
々
ノ
展
観
ニ
シ
テ
、学
生
ノ
業
ニ
於
ル
、

自
他
ノ
比
較
シ
小
集
小
量
ノ
卑
心
ヲ
脱
シ
、
奮
励
鞭
達
ノ
一
助
ト
モ
ナ
リ
、
一

挙
両
得
ノ
策
ト
想
像
止
ム
能
ハ
ス

こ
こ
で
は
、
観
客
の
「
目
前
」
で
県
下
各
校
「
優
等
生
」
に
「
作
文
或
ハ
揮
毫
」

を
披
露
さ
せ
、
師
範
学
校
教
員
の
「
鑑
定
」
に
も
と
づ
き
「
等
」
を
分
け
、
場
内
に

展
示
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
画
は
、
会
場
の
「
活
発
々
」

お
よ
び
児
童
生
徒
の
「
奮
励
鞭
撻
」
と
も
な
る
「
一
挙
両
得
ノ
策
」
と
し
て
い
る
。

県
は
こ
の
提
案
に
対
し
、「
学
徒
ヲ
奨
励
ス
ル
之
一
助
」
と
容
認
し
た
う
え
で
、
実

施
に
あ
た
っ
て
は
学
区
取
締
ら
学
校
関
係
者
と
十
分
に
「
協
議
」
す
る
よ
う
申
し
渡
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し
て
い
る
。
こ
の
企
画
は
、
一
定
の
盛
況
を
み
た
よ
う
で
、
後
続
の
博
覧
会
で
も
実

施
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
第
五
回
松
本
博
覧
会
（
一
八
七
六
年
、
表
１
の
№
22
）

で
は
、
各
校
へ
「
生
徒
之
作
文
席
書
」
の
提
出
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
「
競
テ
会
社
エ

送
致
相
成
」
と
、
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

作
文
・
揮
毫
の
展
示
に
つ
い
て
筆
者
は
す
で
に
、
博
覧
会
と
近
代
学
校
と
の
相
互

連
関
の
も
と
で
「
開
化
」
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
局
面
と
し
て
検
討
し
た
（
（2
（

。
本
稿

で
は
こ
れ
に
加
え
、
博
覧
会
の
展
示
空
間
を
創
出
し
て
い
っ
た
担
い
手
た
ち
の
視
線

に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
担
い
手
た
ち
は
博
覧
会
事

務
局
な
ど
地
域
外
部
と
の
交
渉
を
通
じ
「
外
品
珍
品
」
を
調
達
す
る
一
方
、
児
童
・

生
徒
を
動
員
し
学
校
教
育
の
成
果
を
会
場
に
展
示
し
て
も
い
た
。
こ
れ
ら
は
、「
開

化
」
を
尺
度
と
し
て
モ
ノ
や
コ
ト
、
さ
ら
に
は
他
者
（
ヒ
ト
）
を
も
眼
差
し
、
展
示

品
と
し
て
何
が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
選
別
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、「
開
化
」
を
主
導

す
る
立
場
を
担
保
し
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（
（3
（

。

た
だ
し
博
覧
会
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
担
い
手
た
ち
の
卓
越
性
は
、
そ
の
立
場
が

制
度
的
な
裏
づ
け
を
欠
く
点
で
不
安
定
さ
を
抱
え
て
も
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
一
八
七
五
年
七
月
、
神
宝
博
覧
会
（
表
1
の
№
14
）
に
際
し
松
本
博
覧
会
社
と

筑
摩
県
と
の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
や
り
と
り
を
も
と
に
検
証
し
て
お
こ
う
（
（3
（

。
ま
ず

博
覧
会
社
側
よ
り
、
博
覧
会
に
付
随
し
て
演
劇
興
行
な
ど
「
附
博
覧
会
」
を
催
す
際

の
地
元
正
副
戸
長
に
よ
る
奥
印
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
っ
た
（
（3
（

。「
附
博
覧
種
々
ノ
小

屋
物
等
興
行
」
に
つ
い
て
は
「
総
テ
博
覧
会
ニ
属
シ
」
て
お
り
、
開
催
の
願
書
は

「
博
覧
社
中
惣
代
」
の
名
義
の
み
で
提
出
し
て
き
た
。「
博
覧
ニ
係
リ
無
之
他
日
興

行
」
の
場
合
は
別
と
し
て
、「
博
覧
ニ
付
テ
ハ
自
己
義
ト
ハ
違
候
心
得
」
に
つ
き
「
附

博
覧
ノ
ミ
奥
印
受
候
ト
申
義
不
都
合
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
博
覧
会
社
は
、
博
覧
会
の

性
格
を
「
自
己
義
」
す
な
わ
ち
私
的
な
事
業
と
は
異
質
の
も
の
と
し
た
う
え
で
、
附

博
覧
会
に
際
し
正
副
戸
長
の
奥
印
は
無
用
と
す
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
。

こ
こ
で
の
論
点
は
さ
ら
に
、
附
博
覧
会
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
博
覧
会
社
そ
の
も

の
の
位
置
づ
け
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。
願
書
の
末
尾
で
は
、
次
の
よ
う
な
博
覧
会
社

側
の
認
識
が
語
ら
れ
て
い
る
。

博
覧
会
社
ノ
義
ハ
、
元
来
官
民
同
立
ノ
社
ト
相
心
得
、
只
私
立
ト
ハ
見
做
難
ク
、

兼
テ
世
話
懸
リ
拝
命
相
成
特
命
ノ
御
達
向
モ
有
之
、
然
ル
ニ
一
々
正
副
戸
長
ノ

指
揮
ヲ
経
奥
印
等
ノ
煩
ヒ
ニ
至
テ
ハ
、
公
私
事
務
区
別
判
然
難
立
奉
存
候
、
開

産
社
ニ
於
ル
、
曽
テ
戸
長
ノ
指
揮
ヲ
経
候
訳
柄
無
之
ハ
素
ヨ
リ
至
当
ノ
義
ト
奉

存
候

博
覧
会
社
は
開
産
社
（
（3
（

と
同
じ
く
「
官
民
同
立
ノ
社
」
で
あ
る
と
の
自
己
認
識
の
も

と
、
博
覧
会
の
運
営
に
つ
い
て
正
副
戸
長
の
関
与
が
あ
っ
て
は
「
公
私
事
務
」
の
区

別
が
立
た
な
い
と
の
見
解
が
重
ね
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
官
」
に
連

な
る
こ
と
で
自
身
の
卓
越
化
を
図
る
博
覧
会
社
側
の
志
向
性
が
窺
え
よ
う
。
し
か
し

こ
う
し
た
意
向
に
対
す
る
県
側
の
反
応
は
、
冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

博
覧
会
世
話
掛
を
申
し
つ
け
る
な
ど
の
対
応
は
あ
く
ま
で
「
創
業
ノ
際
保
護
ノ
為
」

で
あ
り
、「
官
民
混
淆
ノ
主
意
ニ
無
」
い
。
こ
う
し
て
博
覧
会
社
と
県
行
政
と
の
関

係
を
断
っ
た
う
え
で
、
正
副
戸
長
が
「
受
持
区
内
ヲ
取
締
ス
ル
ハ
勿
論
」
で
あ
り
、

附
博
覧
会
開
催
の
際
に
は
「
必
奥
書
ヲ
受
ク
儀
ト
可
心
得
事
」
と
申
し
渡
し
て
い

る
。
県
側
に
は
、
博
覧
会
を
「
官
民
混
淆
」
の
事
業
と
し
て
後
援
し
続
け
る
意
図
は

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

博
覧
会
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
一
連
の
過
程
は
、
博
覧
会
の
担
い
手
と
い
う
立
場

の
卓
越
性
が
、
あ
く
ま
で
県
当
局
が
認
め
る
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
（
（3
（

。

（
三
）
地
域
意
識
の
再
編

前
節
で
は
、
博
覧
会
を
通
じ
た
「
開
化
」
の
序
列
づ
け
が
、
モ
ノ
や
コ
ト
ば
か
り

で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
様
子
を
検
討
し
て

き
た
。
さ
ら
に
松
本
以
外
の
地
域
に
お
け
る
博
覧
会
に
目
を
向
け
れ
ば
、
博
覧
会
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は
、
各
開
催
地
の
地
域
意
識
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
再
編
成
す
る
契
機

と
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
本
節
で
検
証
し
た
い
。

手
が
か
り
と
す
る
の
は
、
各
博
覧
会
の
趣
意
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
趣
意
書
と

は
、
会
の
理
念
や
概
要
、
開
催
に
至
る
背
景
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
博
覧
会
規
則
に

添
付
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
木
版
あ
る
い
は
活
版
印
刷
に
よ
り
刊
行
さ
れ

て
い
た
（
（3
（

。
筑
摩
県
の
博
覧
会
関
係
簿
冊
に
は
、
現
在
確
認
で
き
る
全
二
七
回
（
表

1
）
の
う
ち
一
八
回
分
の
趣
意
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
趣
意
書
で
語
ら

れ
る
博
覧
会
の
理
念
か
ら
は
、
各
博
覧
会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
意
識
が
色
濃
く
浮
か

び
上
が
る
。
以
下
、
特
徴
的
な
趣
意
書
の
一
部
を
列
記
す
る
（
括
弧
内
の
№
は
表
1

の
も
の
、
傍
線
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
）。

①
飯
田
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
№
2
）

筑
摩
県
下
有
志
ノ
輩
蓋
シ
此
ニ
見
ア
リ
相
謀
テ
博
覧
会
ヲ
創
始
ス
、
今
茲
明
治

六
年
十
一
月
其
会
館
ヲ
松
本
旧
城
天
守
櫓
ノ
傍
ニ
築
キ
西
洋
各
国
ノ
新
発
器
械

名
産
ヲ
始
メ
皇
漢
古
今
ノ
名
書
画
、
山
海
ノ
天
造
物
、
動
植
二
物
、
珍
玩
奇
品

ニ
至
ル
迄
網
羅
薈
萃
其
数
凡
若
干
種
、
同
年
同
月
上
旬
ヨ
リ
十
二
月
下
旬
迄
開

館
羅
列
壮
麗
偉
観
善
尽
シ
美
尽
セ
リ
、
於
是
乎
観
者
遠
近
ヨ
リ
輻
輳
シ
貴
賤
老

幼
雑
踏
群
ヲ
成
ス
、
其
盛
ナ
ル
ニ
及
テ
ハ
数
千
人
ヲ
以
テ
算
フ
、
其
土
ノ
繁
昌

モ
亦
推
テ
知
ル
ヘ
キ
ナ
リ
、
嗚
呼
此
一
挙
タ
ル
東
西
二
京
ノ
外
諸
県
下
未
曾
有

ノ
先
鞭
ヲ
著
ス
、
真
ニ
文
明
開
化
ノ
階
梯
ニ
シ
テ
一
大
美
事
ト
云
サ
ル
可
ン

哉
、
我
支
庁
管
下
ニ
於
ル
深
ク
之
ヲ
欽
慕
シ
其
跡
ヲ
踏
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス

②
高
島
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
№
4
）

本
県
松
本
及
ヒ
飯
田
既
ニ
博
覧
ノ
会
ヲ
設
ケ
大
ニ
壮
麗
ノ
観
ヲ
極
ム
、
都
鄙
此

挙
ア
ル
実
ニ
未
曾
有
ノ
盛
事
ト
謂
ツ
ヘ
シ
、
我
郡
同
志
ノ
輩
其
挙
ニ
倣
ヒ
即
チ

官
ニ
乞
ヒ
来
ル
五
月
十
七
日
ヨ
リ
六
月
五
日
迄
廿
日
ノ
間
会
場
ヲ
高
島
正
願
寺

境
内
ニ
開
キ
、
皇
漢
西
洋
天
造
ノ
奇
品
、
人
工
ノ
珍
器
動
植
二
物
ノ
品
彙
等
運

輸
転
致
シ
悉
ク
之
ヲ
一
場
ニ
収
メ
、
加
之
諏
訪
社
神
庫
ノ
伝
器
千
種
万
類
羅
陳

以
テ
一
層
ノ
観
ヲ
添
フ
、
附
ス
ル
ニ
演
戯
相
撲
許
多
ノ
技
芸
ヲ
構
張
シ
小
人
女

子
ノ
覧
ニ
供
シ
、
聊
鑑（
勧
）懲
ヲ
示
シ
併
テ
以
開
智
ノ
一
助
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
、
仰
冀

ク
ハ
四
方
ノ
君
子
陸
続
群
集
シ
忝
ク
覧
観
ヲ
賜
ヒ
以
テ
吾
輩
ノ
志
ヲ
成
サ
ン
コ

ト
ヲ
、
且
春
夏
ノ
際
湖
上
ノ
煙
景
最
ト
モ
清
爽
ニ
属
シ
万
丈
ノ
芙
蓉
影
ヲ
碧
波

ニ
涵
シ
、
浮
鴎
伴
フ
ヘ
ク
鳴
鵑
聞
ヘ
ク
満
眸
ノ
勝
概
ハ
枚
挙
ニ
暇
ア
ラ
ス
、
来

集
ノ
遊
客
会
次
此
間
ニ
諷
詠
セ
ハ
神
気
以
テ
養
ヒ
逸
情
以
テ
展
ヘ
ク
、
殆
ト
舞

雩
壇
畔
ニ
遊
フ
ノ
想
ヒ
ア
ラ
ン
ト
云
爾

③
大
町
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
№
5
）

雲
霞
千
程
ノ
境
印
度
支
那
ヲ
ヘ
タ
テ
タ
レ
ト
モ
一
場
ノ
中
ニ
千
万
ノ
器
ヲ
列
テ

知
サ
ル
ヲ
知
リ
見
サ
ル
ヲ
見
ル
コ
ト
博
覧
会
ニ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
、
梓
弓
世
ノ
オ

ス
ト
コ
ロ
君
ノ
容
ニ
マ
カ
セ
テ
、
カ
ケ
マ
ク
モ
カ
シ
コ
キ
花
ノ
都
ニ
ナ
ラ
ヒ
松

ノ
城
ヲ
マ
ナ
ビ
テ
、
富
士
ノ
山
ノ
其
名
高
ク
天
カ
下
ニ
其
名
広
キ
ヲ
和
歌
ノ
浦

ノ
藻
塩
草
カ
キ
聚
メ
銘
柄
ノ
橋
ノ
橋
柱
ラ
古
キ
ヲ
尋
テ
、
欧
羅
巴
ノ
カ
ギ
リ
墺

太
利
ノ
ハ
テ
マ
テ
モ
至
ラ
ヌ
ク
マ
モ
ナ
ク
集
メ
ヌ
モ
ノ
モ
ナ
ク
両
亜
英
国
ノ
清

キ
渚
ノ
玉
ヲ
ミ
ガ
キ
、
亜
細
亜
亜
弗
利
加
ノ
シ
ケ
キ
工
ミ
ノ
宝
ヲ
飾
リ
、
春
ノ

花
ノ
イ
ロ
イ
ロ
ニ
咲
ツ
ラ
ネ
秋
ノ
草
野
ノ
カ
ズ
カ
ズ
ニ
実
ヲ
結
テ
、
世
ノ
タ
メ

ニ
シ
テ
オ
リ
タ
ツ
田
子
ノ
ミ
ツ
カ
ラ
モ
心
ヲ
養
ン
カ
タ
メ
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
ト
、

力
ラ
ナ
キ
蛙
ノ
ナ
マ
ナ
マ
ノ
人
マ
ネ
ヲ
骨
ナ
キ
蚓
ノ
ミ
ヽ
ズ
ガ
キ
ニ
書
キ
記
シ

ツ
④
高
遠
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
№
6
）

去
年
の
冬
時
雨
す
る
こ
ろ
に
や
よ
ひ
は
り
の
筑
摩
県
の
掛
に
し
て
博
覧
会
と
や

ら
ん
外
国
の
神
機
妙
器
を
ま
な
ひ
て
、
あ
め
つ
ち
の
間
に
あ
り
と
あ
る
物
品
を

あ
つ
め
こ
ミ
多
く
の
人
の
目
に
ふ
れ
て
開
化
の
助
と
な
せ
り
と
て
、
そ
れ
に
続

て
飯
田
の
里
あ
る
ハ
諏
方
の
湖
の
ほ
と
り
に
も
此
盛
挙
あ
り
て
其
あ
た
り
の
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人
々
目
を
お
と
ろ
か
し
、
か
つ
ハ
学
の
窓
に
螢
を
あ
つ
め
雪
を
燈
火
に
か
へ
ん

よ
り
も
文
明
の
域
に
い
た
ら
ん
の
近
道
と
せ
り
、
わ
か
辺
境
の
田
夫
野
人
と
て

も
お
な
し
世
の
中
に
孕
れ
た
る
人
な
れ
ハ
、
深
谷
の
底
の
会
も
都
に
ほ
こ
ら
ふ

声
も
あ
れ
は
、
た
ヽ
に
お
も
ひ
く
つ
を
れ
て
の
ミ
あ
ら
ん
物
か
は
と
、
志
あ
る

人
々
能
お
も
ひ
は
か
り
て
親
縁
山
満
光
精
舎
に
此
筵
席
を
設
た
ら
ん
は
い
か
に

と
の
ヽ
し
り
あ
へ
る
を
、
県
令
の
君
に
も
早
く
も
聞
つ
け
玉
へ
る
事
や
あ
り
け

ん
⑤
福
島
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
№
8
）

夫
レ
維
新
ノ
政
速
ニ
固
陋
ヲ
免
レ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
、
故
ニ
学
校
ノ
設
ケ
博
覧
ノ

会
駸
々
乎
文
明
ニ
赴
カ
シ
ム
ル
ノ
術
至
ラ
サ
ル
ナ
シ
、
我
岳
麓
澗
底
ノ
民
ノ
如

キ
モ
漸
々
日
月
ノ
光
明
ヲ
仰
ク
ヲ
得
ル
、
豈
ニ
天
恩
ノ
辱
キ
ニ
非
ス
ヤ
、
今
本

県
ノ
規
則
ヲ
模
倣
シ
、
萬
松
山
興
禅
寺
ニ
博
覧
会
ヲ
開
ク
、
興
禅
寺
ハ
木
曽
義

仲
ノ
開
基
ニ
シ
テ
七
百
年
ノ
星
霜
ヲ
経
タ
ル
古
梵
刹
也
、
山
ヲ
負
ヒ
川
ヲ
帯
シ

水
石
ハ
淙
々
松
柏
ハ
鬱
々
駒
峯
終
古
ノ
雪
ハ
窓
ニ
映
シ
根
野
井
山
ノ
蒼
翠
ハ
門

ニ
滴
リ
三
伏
ノ
熱
モ
是
カ
タ
メ
ニ
一
洗
ス
、
人
ヲ
シ
テ
恍
ト
清
涼
国
ニ
入
ノ
懐

ヒ
ア
ラ
シ
ム
、
故
ニ
東
西
往
来
ノ
過
客
杖
ヲ
関
趾
ニ
留
メ
テ
遊
覧
ノ
情
ヲ
起

サ
ヽ
ル
者
有
ン
ヤ
、
是
時
ニ
方
テ
海
内
外
ノ
物
品
、
加
之
檜
椹
ノ
漆
器
、
竹
木

ノ
櫛
、
上
布
ノ
諸
産
諸
社
寺
ノ
什
器
等
、
上
方
ニ
羅
列
シ
士
庶
乃
至
老
幼
婦
女

親
視
発
明
セ
シ
メ
ン

⑥
古
川
博
覧
会
（
一
八
七
五
年
、
№
15
）

今
茲
本
県
松
本
及
ヒ
飯
田
既
ニ
博
覧
ノ
会
ヲ
設
ケ
大
ニ
美
麗
ノ
観
ヲ
極
メ
、
人

目
ヲ
幻
感（
惑
）ス
、
爰
ニ
我
郡
同
志
輩
其
挙
ニ
效

（
倣
）ヒ

、
即
チ
官
ニ
乞
ヒ
来
ル
八
月
一

日
ヨ
リ
十
五
日
迄
三（
マ
マ
）五

日
ノ
間
白
豹
山
本
光
寺
ニ
於
テ
会
場
ヲ
開
キ
皇
漢
西
洋

天
造
ノ
奇
品
人
工
ノ
珍
器
動
植
ニ
物
ノ
品
彙
等
運
輸
転
致
シ
、
悉
ク
之
ヲ
一
場

ノ
本
ニ
羅
列
シ
、
加
之
気
多
若
宮
神
社
ニ
於
テ
七
日
ノ
間
角
日
ヲ
以
テ
神
楽
ヲ

奏
ス
、
夜
ハ
即
チ
市
中
ヨ
リ
気
多
ニ
到
ル
ノ
路
上
ハ
数
千
ノ
燈
火
ヲ
点
シ
、
来

観
ノ
諸
彦
ヲ
シ
テ
恍
ト
不
夜
城
ニ
遊
フ
ノ
懐
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
以
テ
数
層
ノ
観
ヲ

添
フ
、
又
附
ス
ル
ニ
演
戯
及
ヒ
許
多
ノ
技
芸
ヲ
構
張
シ
小
人
女
子
ノ
遊
覧
ニ
供

ス
、
併
セ
テ
以
テ
智
識
開
癸（
発
）ノ

一
助
ト
為
シ
ト
欲
ス
、
冀
ク
ハ
四
方
君
子
陸
続

踵
ヲ
交
ヘ
テ
遊
観
ヲ
賜
ハ
ヾ
、
一
ハ
以
テ
富
国
精
民
ノ
媒
酌
ト
為
ス
ヘ
キ
者
乎

⑦
一
日
市
場
博
覧
会
（
一
八
七
六
年
、
№
23
）

我
筑
摩
県

ニ
朝
旨
ヲ
体
シ
明
治
六
年
十
月
有
志
ヲ
促
シ
テ
博
覧
場
ヲ
深
志
ノ

城
址
層
閣
ノ
下
ニ
開
キ
天
朝
思
賜
ノ
品
彙
ヨ
リ
邦
内
及
ヒ
洋
外
ノ
動
植
鉱
材
機

関
器
具
ニ
至
ル
マ
テ
凡
天
造
人
製
ノ
諸
物
ヲ
拮
据
捜
邏
シ
テ
之
ヲ
縦
覧
セ
シ

ム
、
著
シ
テ
毎
年
常
例
ト
ナ
ス
、
爾
来
飯
田
高
山
及
ヒ
諏
訪
高
遠
木
曽
大
町
等

苟
モ
人
戸
ノ
稠
密
ス
ル
処
競
テ
社
盟
ヲ
結
ヒ
会
ヲ
設
ケ
逓
次
物
品
ヲ
伝
ヘ
テ
老

幼
ノ
遊
覧
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
、
此
ニ
於
テ
ヤ
其
足
未
タ
閭
里
ヲ
出
テ
サ
ル
モ
ノ
居

ナ
カ
ラ
五
洲
ノ
動
植
器
物
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
、
奇
説
異
聞
ノ
疑
ヲ
双
耳
ニ

伝
ル
モ
ノ
乍
チ
真
器
実
物
ヲ
シ
テ
信
ヲ
両
眼
ニ
証
セ
シ
ム
、
恰
モ
昨
夢
ノ
今
事

ヲ
兆
ス
ル
カ
如
シ
、
眉
雪
ノ
老
翁
釈
然
ト
シ
テ
如
テ
井
見
管
窺
ノ
陋
ヲ
覚
リ
齠

齔
ノ
幼
童
彷
彿
ト
シ
テ
遙
ニ
開
化
維
新
ノ
状
ヲ
認
ム
、
以
テ
百
聞
一
見
ニ
如
カ

サ
ル
ノ
虚
談
ニ
非
ス
シ
テ
視
官
ノ
霊
妙
ナ
ル
ヲ
徴
ス
ル
ニ
足
レ
リ
、
余
輩
モ
各

地
ノ
為
ス
処
ニ
模
倣
シ
テ
今
茲
明
治
九
年
四
月
同
社
ヲ
募
リ
梅
花
笑
ヲ
呈
シ
黄

鶯
友
ヲ
求
ム
ル
ノ
候
ニ
乗
シ
テ
博
覧
場
ヲ
一
日
市
場
花
園
ニ
設
ケ
、
邦
内
洋
外

ノ
動
植
機
器
及
ヒ
地
方
ノ
物
産
社
寺
ノ
什
宝
ヲ
募
列
シ
、
加
フ
ル
ニ
管
下
各
小

学
校
生
徒
ノ
作
文
浄
書
ヲ
展
観
シ
テ
、
兼
テ
父
兄
教
養
ノ
心
ヲ
発
起
シ
子
弟
勉

学
ノ
力
ヲ
増
加
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス

⑧
桜
山
小
博
覧
会
（
一
八
七
六
年
、
№
27
）

夫
小
博
覧
会
ノ
主
タ
ル
何
ソ
ヤ
知
覚
ヲ
開
ク
ニ
ア
リ
知
覚
ヲ
開
ク
博
覧
ニ
如
ク

ハ
無
シ
、
博
覧
ハ
何
ソ
ヤ
古
今
ヲ
問
ハ
ス
四
海
ヲ
論
セ
ス
天
地
造
化
ノ
物
品
ヲ
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始
メ
人
巧
技
術
禽
獣
昆
虫
世
上
人
目
ニ
普
通
セ
サ
ル
千
金
貴
雇
（
マ
マ
）

ノ
物
品
ヨ
リ

一
毛
無
価
ノ
動
差
異
貌
ノ
品
物
ヲ
一
場
ニ
森
立
羅
布
シ
老
倪
ノ
活
眼
ヲ
シ
テ
寸

隙
目
睫
ノ
下
ニ
知
覚
ヲ
開
カ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
、
豈
此
挙
ヤ
客
年
四
月
該
町
回
禄

ノ
災
ア
リ
貴
賤
各
自
土
木
ニ
奔
走
悲
酸
ノ
駒
影
已
ニ
一
年
タ
リ
今
ヤ
皇
運
隆
盛

ノ
春
陽
人
心
和
暢
ノ
候
ニ
方
リ
花
麗
シ
キ
桜
山
ノ
小
教
院
ニ
於
テ
来
五
月
五
日

ヨ
リ
三
五
ノ
間
会
場
ヲ
設
ケ
ン

各
趣
旨
文
の
冒
頭
で
は
、
博
覧
会
の
理
念
が
「
開
化
」
や
「
文
明
」
と
い
っ
た
言

葉
を
用
い
お
よ
そ
共
通
し
た
論
理
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
開
催
に
至
る
経
緯

や
地
域
間
の
認
識
に
つ
い
て
は
各
地
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
博
覧
会
は
各
地
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
個
別
の
特
色
や
事
情
と
絡
め
ら
れ

な
が
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
高
島
博
覧
会
（
②
）
で
は
、
諏
訪
湖
の
「
煙

景
」
が
「
清
爽
」
で
あ
る
と
来
場
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
福
島
博
覧
会
（
⑤
）

で
は
、
会
場
の
興
禅
寺
に
つ
い
て
木
曽
義
仲
の
開
基
に
か
か
る
「
古
梵
刹
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
展
示
品
と
し
て
「
海
内
外
ノ
物
品
」
に
加
え
「
漆
器
」
や
「
竹
木
ノ
櫛
」、

「
上
布
」
な
ど
地
元
の
物
産
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
古
川
博

覧
会
（
⑥
）
で
は
、
気
多
若
宮
神
社
に
て
神
楽
を
奉
納
す
る
ほ
か
、
市
中
に
「
数
千

ノ
燈
火
」
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
（
（3
（

。
最
後
に
桜
山
小
博
覧
会
（
⑧
）
で
は

開
催
趣
旨
が
、
前
年
に
発
生
し
た
市
中
の
「
回
禄
ノ
災
」（
火
災
）
か
ら
の
復
興
に

置
か
れ
て
い
る
。

博
覧
会
の
開
催
を
通
し
て
、
各
地
の
地
域
意
識
が
喚
起
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、
高
山
博
覧
会
（
一
八
七
四
年
、
表
1
の
№
7
）
に
際
し
て
刊
行

さ
れ
た
広
告
で
あ
る
（
図
3
）（（3
（

。
こ
こ
で
は
、
市
街
を
流
れ
る
宮
川
に
架
か
る
橋
の

擬
宝
珠
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
姉
小
路
基
綱
（「
大
納
言
基
綱
」）
の
歌
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。
姉
小
路
は
、
室
町
中
期
の
歌
人
で
飛
騨
国
司
、
高
山
に
縁
が
深
い
人

物
で
あ
る
。
一
見
し
た
だ
け
で
は
博
覧
会
の
広
告
と
判
別
で
き
な
い
ほ
ど
、
地
域
由

来
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

図3 飛騨高山博覧会広告
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第
二
に
、
博
覧
会
を
通
じ
て
喚
起
さ
れ
た
各
地
の
地
域
意
識
は
、「
開
化
」
を
尺

度
と
し
て
序
列
化
さ
れ
て
も
い
た
。
す
な
わ
ち
各
地
の
趣
意
書
に
は
、
松
本
は
じ
め

他
に
先
が
け
て
博
覧
会
を
開
催
し
た
地
域
を
模
倣
す
る
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
飯
田
博
覧
会
（
①
）
で
は
前
年
の
松
本
博
覧
会
を
「
深
ク
之
ヲ
欽
慕
」
し
「
其

跡
ヲ
踏
ン
」
と
さ
れ
、
続
く
高
島
博
覧
会
（
②
）
で
も
松
本
お
よ
び
飯
田
の
「
挙
ニ

倣
ヒ
」
と
開
催
の
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
大
町
博
覧
会
（
③
）
の
「
花
ノ
都
」
と

「
松
ノ
城
」、ま
た
高
遠
博
覧
会
（
④
）
の
「
飯
田
の
里
」
と
「
諏
訪
の
湖
の
ほ
と
り
」、

一
日
市
場
博
覧
会
（
⑦
）
の
「
人
戸
ノ
稠
密
ス
ル
処
」
あ
る
い
は
「
各
地
ノ
為
ス
処

ニ
模
倣
シ
」
な
ど
の
文
言
に
も
、他
地
域
の
動
向
に
関
心
を
寄
せ
る
意
識
が
窺
え
る
。

「
開
化
」
の
趨
勢
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
、
県
下
各
地
で
会
社
が
結
ば
れ
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
く
。
筑
摩
県
に
お
け
る
博
覧
会
ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、「
開
化
」
を

め
ぐ
る
地
域
間
の
い
わ
ば
競
争
的
な
状
況
を
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
か
る

状
況
を
象
徴
す
る
一
節
が
、
明
盛
村
小
博
覧
会
（
一
八
七
五
年
、
表
1
の
№
18
）
の

開
催
願
書
に
み
え
る
（
（3
（

。
安
曇
郡
村
々
の
正
副
戸
長
ら
二
一
人
は
、
博
覧
会
の
開
催
を

許
可
し
て
も
ら
え
れ
ば
「
偏
鄙
ノ
民
ト
雖
モ
盛
地
ノ
人
民
ニ
異
ナ
ラ
ス
諸
物
識
見
ノ

希
望
ヲ
遂
ケ
難
有
仕
合
奉
存
候
」
と
願
い
出
て
い
る
。
地
域
を
「
偏
鄙
」
と
「
盛
地
」

と
に
分
類
す
る
眼
差
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地
域
に
対
す
る
こ
う
し
た
眼
差
し
そ
れ
自
体
は
、
明
治
期
に
特
有
の
も
の
で
は
な

い
。
塚
本
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
都
会
と
田
舎
」
あ
る
い
は
「「
み
や
こ
」
と

「
ひ
な
」」
の
よ
う
に
先
進
／
後
進
性
で
地
域
を
序
列
化
す
る
眼
差
し
は
、
近
世
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
（
（3
（

。
と
す
れ
ば
明
治
初
年
に
は
、「
開
化
」
と
い
う
新
た
な
価
値

基
準
が
、
こ
う
し
た
眼
差
し
の
尺
度
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
博
覧
会
は
、「
開
化
」
を
象
徴
す
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
間
の
序
列

関
係
を
も
再
編
成
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

❸「
開
化
」か
ら
勧
業
へ

「
開
化
」
の
象
徴
と
い
う
博
覧
会
の
あ
り
方
は
、
明
治
新
政
府
に
と
っ
て
必
ず
し

も
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
内
務
省
年
報
』（
第
一
回
、
一
八
七
六
年
）
で

は
、
明
治
初
年
の
地
方
博
覧
会
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
（4
（

。
ま
ず
「
今
ヤ

各
地
人
民
官
設
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
、
相
競
フ
テ
開
設
ス
ル
モ
ノ
歳
ヲ
遂
フ
テ
増
加
セ

リ
」
と
、
各
地
で
博
覧
会
が
盛
ん
に
催
さ
れ
る
状
況
を
伝
え
る
。
し
か
し
一
方
で

「
地
方
ノ
人
民
ニ
至
テ
ハ
未
タ
博
覧
会
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
弁
セ
サ
ル
モ
ノ
居
（
マ
マ
）多

ナ
リ
」

と
、
博
覧
会
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
人
民
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
な
か
に
は
、「
射

利
ノ
計
ニ
出
テ
其
展
列
ス
ル
所
モ
徒
ラ
ニ
古
器
翫
物
ニ
偏
シ
、
実
用
有
益
ノ
物
品
ニ

疎
ナ
ル
ノ
景
況
」
も
散
見
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
古
器
翫
物
」
ば
か
り
を
陳
列
し
、

「
実
用
有
益
」
の
趣
旨
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
内
務

省
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、
京
都
府
博
覧
会
の
よ
う
に
「
時
好
ノ
適
否
ヲ
考
察
シ
農

工
ノ
進
歩
ヲ
鼓
舞
ス
ル
」、
勧
業
に
資
す
る
内
容
を
中
心
と
す
る
博
覧
会
で
あ
っ
た
。

内
務
省
に
よ
る
「
古
器
翫
物
ニ
偏
シ
」
と
の
評
価
は
、
筑
摩
県
下
博
覧
会
に
つ
い

て
も
あ
て
は
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
の
は
じ
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
勧
業
に

直
結
し
な
い
「
骨
董
品
博
覧
会
」
と
の
有
賀
義
人
の
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
し
単
に
勧

業
の
趣
旨
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
だ
け
で
は
、
こ
の
時
期
の
博
覧

会
の
意
義
を
十
分
に
捉
え
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
担
い
手
た
ち
は
、
旧
時
代
の
権
威

の
象
徴
た
る
松
本
城
を
会
場
に
選
ん
だ
り
、
各
寺
社
で
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
「
神
宝
」

を
一
堂
に
展
示
し
た
り
と
い
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
を
通
じ
、「
開
化
」
の
時
代
を

人
び
と
に
実
感
さ
せ
て
い
た
。
か
か
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
通
り

で
あ
る
（
（4
（

。

一
方
で
筑
摩
県
下
博
覧
会
に
は
、
勧
業
に
関
連
す
る
要
素
も
い
く
つ
か
散
見
す

る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
展
示
品
の
「
品
評
」
と
「
農

議
所
」
の
試
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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（
一
）「
品
評
」
の
経
験

筑
摩
県
下
博
覧
会
の
多
く
で
は
、
展
示
品
が
「
実
売
物
」
と
「
仮
寓
物
」
に
分
類

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
扱
い
に
つ
い
て
、
第
一
回
松
本
博
覧
会
の
規
則
書
を
例

に
確
認
し
て
お
こ
う
（
（4
（

。「
実
売
物
」
は
そ
の
名
の
通
り
売
り
物
で
、「
的
当
」
な
る
値

を
墨
書
し
、
実
際
に
買
い
手
が
つ
い
た
場
合
は
販
売
額
の
五
%
を
「
経
紀
銭
」（
手

数
料
）
と
し
て
博
覧
会
社
に
収
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
「
仮
寓
物
」
は
、

品
名
を
朱
書
し
、
閉
会
後
に
持
主
へ
返
却
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
、「
人
智
識
ヲ
弘
ム
ル
ヲ
本
」
と
し
て
展
示
す
る
の
で
あ
り
「
其
形
ヲ
弁
シ

其
理
ヲ
究
メ
、
或
ハ
疑
ヒ
ア
レ
ハ
之
ヲ
問
ヒ
誤
リ
ア
レ
ハ
之
ヲ
正
シ
」
と
、
来
場
者

に
「
品
評
」
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
「
品
評
」
に
は
、
褒
賞
制
度

の
よ
う
に
博
覧
会
社
と
し
て
関
与
す
る
よ
う
な
規
定
は
確
認
で
き
な
い
（
（4
（

。

展
示
品
の
「
品
評
」
は
、
筑
摩
県
下
の
博
覧
会
に
お
い
て
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ

た
形
跡
が
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
県
外
と
の
や
り
取
り
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
一
二
月
に
、京
都
府
か
ら
筑
摩
県
に
宛
て
て
「
品
評
説
略
」

と
「
賞
牌
」
が
送
付
さ
れ
た
（
（4
（

。
こ
れ
は
筑
摩
県
よ
り
京
都
博
覧
会
に
出
品
し
た
「
石

炭
油
」（
青
具
村
産
）
と
「
篶
籠
」（
松
本
産
）
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
に
は
「
此
精
品
ア
ラ
バ
外
国
ヨ
リ
輸
入
ヲ
待
ズ
シ
テ
可
ナ
ル
ベ
シ
」、
後
者
に

は
「
旅
行
ノ
節
「
カ
バ
ン
」
ノ
代
リ
ニ
用
ヒ
テ
軽
便
ナ
リ
、
価
モ
亦
至
当
ト
謂
フ
可

シ
」
な
ど
と
讃
辞
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
年
二
月
、
京
都
府
と
石
川
県
か
ら
筑
摩
県
へ
博
覧
会
へ
の
出
品
を
依
頼

す
る
通
知
が
届
い
た
（
（4
（

。
こ
れ
を
受
け
、
松
本
博
覧
会
社
惣
代
・
河
野
百
寿
が
次
の
よ

う
な
願
書
を
県
に
提
出
し
て
い
る
（
（4
（

。

今
般
京
都
府
并
石
川
県
両
所
博
覧
会
出
品
之
義
ニ
付
、
御
庁
ヨ
リ
御
達
ニ
相
成
、

夫
々
取
集
方
申
談
候
処
、
差
向
売
物
ニ
無
之
品
モ
間
々
有
之
、
且
又
売
品
ニ
而

も
有
合
之
品
ニ
而
者
精
粗
有
之
候
ニ
付
、
御
手
数
奉
恐
入
候
得
共
、
右
之
品
々
出

産
箇
所
取
調
奉
上
申
候
間
、
夫
々
御
命
令
被
成
下
、
来
三
月
十
日
限
リ
南
深
志

町
扱
所
迄
無
遅
延
差
出
シ
候
様
御
達
柄
ニ
奉
願
上
候

河
野
は
、
現
状
で
は
京
都
府
と
石
川
県
へ
の
出
品
物
が
「
精
粗
有
之
」
状
態
で
あ

る
こ
と
を
問
題
視
し
、
松
本
博
覧
会
社
と
し
て
品
物
の
選
定
や
周
旋
を
行
う
こ
と
を

申
し
出
て
い
る
。
こ
の
願
書
に
続
け
て
、「
金
銀
陶
銅
漆
器
ノ
類
」（
飛
騨
国
産
物
）

や
「
諸
織
物
類
」（
上
諏
訪
村
織
屋
職
）、「
茶
ノ
類
」（
伊
那
郡
飯
田
町
博
覧
会
社
）

や
「
漆
器
并
扇
」（
木
曽
飯（
福
）嶋

博
覧
会
社
）
な
ど
出
品
に
価
す
る
県
内
の
産
物
一
一

種
を
列
挙
し
て
い
る
。
河
野
は
、
こ
れ
ら
の
産
物
を
調
達
す
る
「
御
命
令
」
を
各
地

へ
下
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。
最
後
に
「
出
品
之
分
ハ
精
々
注
意
、
当
社
ニ

於
テ
取
揃
両
所
江
逓
送
仕
度
」
い
と
結
ん
で
い
る
。

他
府
県
か
ら
「
品
評
」
を
受
け
る
経
験
は
、
県
内
の
産
物
を
見
直
し
そ
の
う
ち
ど

れ
が
出
品
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
選
定
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
た
（
（4
（

。
こ
う
し
た
経

験
が
、
明
治
一
〇
年
代
以
降
の
内
国
勧
業
博
覧
会
や
共
進
会
へ
の
対
応
を
準
備
し
た

も
の
と
見
通
さ
れ
る
。

（
二
）「
農
議
所
」
の
試
み

筑
摩
県
下
博
覧
会
の
う
ち
勧
業
に
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
赤
穂
町
博
覧
会

（
一
八
七
六
年
、
表
1
の
№
26
）
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
博
覧
会
で
は
、「
農
議

所
」
の
併
催
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
以
下
は
、
赤
穂
町
博
覧
会
社
惣
代
の
北
村
勘
兵

衛
と
北
村
英
一
郎
が
一
八
七
六
年
四
月
二
〇
日
付
で
県
へ
提
出
し
た
開
催
願
書
で
あ

る
（
（4
（

。
当
御
管
下
所
々
ニ
於
テ
数
次
博
覧
会
開
場
ア
リ
ト
雖
モ
我
寒
郷
ノ
小
民
ニ
至
リ

テ
ハ
其
場
エ
歩
シ
テ
縦
覧
ス
ル
不
能
、
如
何
ト
ナ
レ
ハ
男
ハ
田
畝
ヲ
耕
シ
或
采

薪
伐
採
ヲ
事
ト
ス
、
女
ハ
紡
績
養
蚕
ヲ
営
ミ
各
生
活
ノ
業
ニ
暇
ナ
ク
シ
テ
不
得

止
ヨ
リ
出
ス
、
故
ニ
今
般
有
志
ノ
徒
一
層
尽
力
協
合
シ
テ
若
干
ノ
金
ヲ
募
リ
、
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諸
国
ノ
物
産
古
器
珍
物
新
発
明
機
古
今
ノ
書
画
等
ヲ
邏
列
シ
テ
此
ノ
会
ヲ
盛
挙

シ
、
傍
ラ
農
議
所
ト
称
ス
ル
局
ヲ
設
ケ
農
事
ニ
関
ス
ル
器
具
ヲ
備
ヘ
、
且
各
地

播
種
耕
耘
ノ
方
法
及
ヒ
器
械
ノ
需
用
大
同
小
異
有
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
不
便

以
テ
便
ト
為
シ
旧
習
ヲ
固
執
シ
テ
敢
テ
改
ム
ル
ニ
意
無
キ
モ
侭
多
シ
、
是
等
皆

衆
共
ニ
議
シ
其
得
失
ヲ
弁
シ
其
理
ヲ
論
シ
テ
其
損
益
ヲ
察
シ
幣
陋
ヲ
脱
シ
テ
耒

耜
鋭
ヲ
用
ヒ
、
耕
耨
ニ
就
カ
ハ
稼
穡
之
労
ハ
等
シ
ク
シ
テ
秋
収
ノ
功
許
多
ヲ
倍

セ
ン
、
又
国
益
ノ
一
端
ニ
シ
テ
智
識
ヲ
広
ム
ル
博
覧
ノ
本
意
ニ
モ
亦
背
カ
サ
ル

可
シ
、
依
テ
会
場
ヲ
赤
穂
町
安
楽
寺
境
内
ニ
開
キ
五
月
五
日
ヨ
リ
廿
日
迄
ノ
間

行
興
仕
度
、
庶
幾
ハ
此
ノ
意
御
亮
察
之
上
速
ニ
御
允
許
可
被
成
下
候
様
、
一
同

奉
懇
願
候
、
以
上

前
半
部
に
お
け
る
、「
寒
郷
」
た
る
当
地
で
も
「
有
志
ノ
徒
」
が
「
尽
力
協
合
」

し
博
覧
会
を
開
き
た
い
と
の
趣
旨
は
、
他
地
域
の
願
書
に
も
共
通
す
る
論
理
で
あ

る
。
一
方
後
半
部
で
語
ら
れ
る
「
農
議
所
」
の
企
画
は
他
で
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
企

画
で
は
、「
農
事
ニ
関
ス
ル
器
具
」
を
揃
え
、「
播
種
耕
耘
ノ
方
法
」
や
「
器
械
ノ
需

用
」
な
ど
農
法
の
「
得
失
」
や
「
損
益
」
に
つ
い
て
「
皆
衆
共
ニ
議
」
し
、「
秋
収

ノ
功
」
を
倍
増
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
農
議
」
を
通
じ
て
「
国
益
」
に
資
す
る
こ
と
は
、

「
博
覧
ノ
本
意
」
に
適
う
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
願
書
に
添
付
さ
れ
た
「
赤

穂
町
博
覧
会
規
則
」
で
は
、
全
一
五
ヶ
条
の
う
ち
、
二
ヶ
条
を
「
農
議
所
」
に
関
す

る
規
則
に
充
て
て
い
る
。
ま
ず
「
議
長
ヲ
選
ミ
問
題
或
ハ
質
問
ノ
件
ヲ
議
シ
、
同
意

ノ
者
ヲ
シ
テ
起
立
セ
シ
メ
其
多
員
ニ
資
テ
決
定
ス
」
と
あ
る
（
第
一
三
則
）。
ま
た

確
定
し
た
議
題
に
つ
い
て
は
、
会
場
に
「
箋
示
」
す
る
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第

一
四
則
）。
本
格
的
な
議
事
規
則
と
は
い
い
難
い
も
の
の
、「
農
議
」
に
特
化
し
た
議

事
の
試
み
と
し
て
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
（
（4
（

。

こ
う
し
た
博
覧
会
社
の
願
い
出
に
対
し
、
県
の
側
は
「
願
之
趣
聞
届
候
」
と
し
な

が
ら
、「
但
農
議
局
之
儀
ハ
決
議
之
所
寄
ヲ
以
伺
出
候
様
可
相
心
得
候
」
と
応
答
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
農
議
局
」
の
開
設
は
認
め
る
も
の
の
、「
決
議
」
し
た
こ
と
を

報
告
す
る
よ
う
に
条
件
を
つ
け
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
閉
会
の
翌
日
に
博
覧
会
社
惣

代
が
提
出
し
た
報
告
書
に
は
、「
農
議
所
」
で
は
「
議
人
出
願
無
之
、
依
テ
別
段
決

議
之
件
無
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（5
（

。
実
際
に
は
議
題
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、「
決
議
之
件
」
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
。「
国
益
」
を
も
見
す
え

た
「
農
議
所
」
の
試
み
は
、
こ
の
時
点
で
は
実
効
性
を
伴
う
段
階
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
地
方
博
覧
会
の
諸
相
に
つ
い
て
、
筑
摩
県
下
博

覧
会
を
事
例
と
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

筑
摩
県
で
は
、
県
庁
所
在
の
松
本
の
み
な
ら
ず
県
下
各
地
で
盛
ん
に
博
覧
会
が
開

か
れ
て
い
た
。
博
覧
会
は
、
一
定
の
集
客
力
を
有
し
、
こ
の
時
期
の
地
域
社
会
に
お

い
て
も
地
元
経
済
を
う
る
お
す
催
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
面
で
担
い
手
た
る
博
覧
会

社
の
側
で
は
、
時
に
数
千
円
の
「
負
債
」
を
抱
え
る
事
態
に
至
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
博
覧
会
社
の
人
び
と
は
「
負
債
」
を
抱
え
て
ま
で
博
覧
会
に
携

わ
っ
た
の
か
。
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
卓
越
化
と
序
列
化
と

い
う
観
点
か
ら
説
明
を
試
み
た
。
博
覧
会
に
携
わ
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
「
開

化
」
を
主
導
す
る
立
場
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
展
示
品
の
調
達
を

め
ぐ
る
文
部
省
博
覧
会
事
務
局
と
の
交
渉
過
程
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
域
社
会
に

新
た
な
知
や
情
報
（「
外
品
珍
品
」）
を
も
た
ら
す
こ
と
で
担
保
さ
れ
る
立
場
で
あ
っ

た
。
ま
た
学
校
教
育
の
成
果
と
し
て
児
童
生
徒
の
作
文
・
揮
毫
を
展
示
す
る
企
画
に

注
目
し
た
。
こ
の
企
画
で
は
、
観
客
の
「
目
前
」
で
授
業
を
披
露
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
モ
ノ
ば
か
り
で
な
く
学
校
教
育
と
そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も

と
い
う
コ
ト
・
ヒ
ト
を
も
陳
列
し
よ
う
と
す
る
眼
差
し
が
垣
間
み
え
る
。
そ
れ
は
、

「
開
化
」
を
尺
度
と
し
陳
列
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
物
を
選
別
す
る
こ
と
で
、
担
い

手
た
ち
の
優
位
性
を
担
保
す
る
眼
差
し
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
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（
1
）
園
田
英
弘
「
博
覧
会
時
代
の
背
景
」（
吉
田
光
邦
編
『
万
国
博
覧
会
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
六
年
）。

（
2
）
吉
見
俊
哉
『
博
覧
会
の
政
治
学
：
ま
な
ざ
し
の
近
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
。

（
3
）
松
田
京
子
『
帝
国
の
視
線
：
博
覧
会
と
異
文
化
表
象
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

註
・
引
用
文
献

（
4
）
鈴
木
廣
之
『
好
古
家
た
ち
の
一
九
世
紀
：
幕
末
明
治
の
お
け
る〈
物
〉の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（
5
）
久
留
島
浩
「
古
物
（
古
器
旧
物
）
か
ら
「
文
化
財
」
へ
」（
高
木
博
志
・
谷
川
穣
編
『
講
座

明
治
維
新
一
一
明
治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
）。

（
6
）
工
藤
泰
子
「
明
治
初
期
京
都
の
博
覧
会
と
観
光
」（『
京
都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第

四
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
大
野
真
由
「
明
治
七
年
に
お
け
る
若
松
博
覧
会
：
戊
辰
戦
争
後
の

復
興
と
人
々
」（『
駒
沢
史
学
』
第
八
六
号
、
二
〇
一
六
年
）、
佐
々
木
和
博
「
明
治
九
年
開
催

の
宮
城
博
覧
会
に
関
す
る
基
礎
的
検
討
」（『
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要
』
第
四
一
輯
、

二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

（
7
）
有
賀
義
人
『
信
州
の
啓
蒙
家
市
川
量
造
と
そ
の
周
辺
』
凌
雲
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
。

（
8
）
塩
原
佳
典
『
名
望
家
と
〈
開
化
〉
の
時
代
：
地
域
秩
序
の
再
編
と
学
校
教
育
』
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

（
9
）
県
の
中
心
都
市
だ
け
で
な
く
郡
部
も
含
め
、
複
数
回
に
わ
た
り
博
覧
会
が
催
さ
れ
て
い
た
府

県
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
筑
摩
県
の
ほ
か
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
他
府
県
の
事
例
を
さ
ら
に

掘
り
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
筑
摩
県
下
博
覧
会
が
な
ぜ
こ
こ
ま
で
の
盛
り
上
が
り

を
み
せ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
歴
史
研
究
の
課
題
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
本
稿
は
、「
開
化
」
を
め
ぐ
る
郡
ご
と
の
競
争
的
関
係
へ
の
着
眼
か
ら
説
明
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。

（
10
）
『
信
飛
新
聞
』
第
一
一
号
、
一
八
七
三
年
一
二
月
（
有
賀
義
人
編
『
復
刊
信
飛
新
聞
』
復
刊

信
飛
新
聞
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
四
九
頁
）。

（
11
）
「
御
届
（
展
観
人
一
二
六
四
人
四
月
二
〇
日
ヨ
リ
二
四
日
迄
）」（
一
八
七
五
年
四
月
二
五
日
）

な
ど
（「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
一
」
一
八
七
五
年
、
長
野
県
立
歴
史
館
、
明
八
―
一
B
―
三

―
一
）。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
出
典
表
記
に
つ
い
て
、
仮
に
表
題
を
付
し
た
も
の
は
丸
括
弧

で
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
12
）
「
明
治
六
年
博
覧
会
新
聞
誌
書
類
留
全
」
一
八
七
三
年
、
長
野
県
立
歴
史
館
、
明
六
―
一
A

―
九
。

（
13
）
「（
博
覧
会
場
中
花
木
植
付
に
つ
き
願
書
）」
一
八
七
四
年
三
月
九
日
（「
明
治
七
年
勧
業
博
覧

会
之
部
全
」、
一
八
七
四
年
、
長
野
県
立
歴
史
館
、
明
七
―
一
A
―
五
）。

（
14
）
比
留
間
尚
「
江
戸
の
開
帳
」（
西
山
松
之
助
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）。

（
15
）
明
治
初
期
の
地
域
社
会
で
「
開
化
」
の
諸
事
業
を
兼
担
す
る
名
望
家
層
の
活
動
と
そ
の
意
味
、

お
よ
び
市
川
が
博
覧
会
を
建
言
す
る
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
塩
原
前
掲
書
に
て
論
じ
た
。

（
16
）
橋
詰
文
彦
「
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
展
示
品
収
集
：
明
治
五
年
筑
摩
県
飯
田
出
張
所
管
内

に
お
け
る
収
集
過
程
」（『
信
濃
』
第
五
〇
巻
九
号
、
一
九
九
八
年
）。
た
だ
し
現
在
の
と
こ
ろ
、

市
川
自
身
が
蒐
集
に
関
与
し
た
形
跡
を
史
料
か
ら
裏
づ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

（
17
）
「
建
言
」、「
市
川
家
文
書
」
一
一
八
六
五
、
松
本
市
立
博
物
館
蔵
。

（
18
）
明
治
初
期
に
博
覧
会
を
通
じ
て
城
址
の
開
放
や
保
存
が
図
ら
れ
た
事
例
は
、
松
本
以
外
に
も

岡
山
や
甲
府
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
野
中
勝
利
「
明
治
初
期
に
城
址
で
開
催
さ
れ
た
博
覧

一
方
で
博
覧
会
は
、
地
域
間
の
関
係
性
を
再
編
・
序
列
化
す
る
機
会
と
も
な
っ
て

い
た
。
県
下
各
地
の
博
覧
会
で
刊
行
さ
れ
た
趣
旨
文
で
は
、
地
元
の
名
所
・
旧
跡
な

ど
と
絡
め
な
が
ら
会
の
意
義
が
語
ら
れ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
先
行
す
る
地
域
を
模

倣
す
る
意
識
が
多
数
表
明
さ
れ
て
も
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、「
開
化
」
の
趨
勢
に
乗

り
遅
れ
ま
い
と
各
地
で
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
く
状
況
が
浮
か
び
あ
が
る
。
地
域
間

の
競
争
的
な
関
係
が
、
筑
摩
県
の
博
覧
会
ブ
ー
ム
を
支
え
て
い
た
。

明
治
初
年
の
博
覧
会
は
、「
開
化
」
を
象
徴
す
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域

社
会
の
諸
関
係
に
再
編
を
促
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
西
洋
文
明
の
「
先
進
」
性
に
価

値
を
見
出
す
新
た
な
都
鄙
意
識
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
状
況
と
考
え
る
。
た
だ
し

そ
の
な
か
で
模
索
さ
れ
て
い
た
「
開
化
」
は
、
明
治
新
政
府
が
意
図
す
る
勧
業
の
趣

旨
と
重
な
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
筑
摩
県
下
博
覧
会
で
は
、「
品
評
」

や
「
農
議
所
」
の
試
み
が
内
実
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

地
方
博
覧
会
に
お
い
て
勧
業
の
要
素
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
明

治
一
〇
年
代
以
降
で
あ
ろ
う
。
一
八
七
七
年
八
月
に
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開

か
れ
る
直
前
の
三
月
一
四
日
、
第
六
回
松
本
博
覧
会
の
開
催
願
書
が
松
本
博
覧
会
社

惣
代
の
河
野
百
寿
ら
九
人
よ
り
長
野
県
へ
提
出
さ
れ
た
（
（5
（

。
こ
こ
で
は
、
内
国
勧
業
博

へ
の
出
品
を
見
す
え
、
そ
の
た
め
の
「
下
調
ノ
儀
、
当
博
覧
会
場
ヘ
御
聚
集
奉
願
、

御
検
査
中
同
所
ヘ
陳
列
仕
」
り
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
松
本
博
覧
会
を
内
国
勧
業

博
の
た
め
の
「
下
調
」
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、「
一
層
業
ヲ
勧
メ
精
巧
ヲ

競
ヒ
、
出
品
陪
増
殖
可
仕
」
と
の
目
論
み
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
開
化
」

か
ら
勧
業
へ
と
そ
の
趣
旨
を
移
行
さ
せ
て
い
く
地
方
博
覧
会
の
様
相
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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会
に
関
す
る
研
究
」（『
日
本
都
市
計
画
論
文
集
』
第
四
一
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
19
）
「
筑
摩
県
博
覧
会
（
錦
絵
）」、
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
。

（
20
）
明
治
初
期
の
博
覧
会
が
人
民
教
化
を
趣
旨
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
大
貫
涼

子
が
論
究
し
て
い
る
。大
貫
「
地
方
博
覧
会
の
変
容（
序
論
）」（『
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要
』

第
三
七
輯
、
二
〇
一
二
年
）。

（
21
）
「
博
覧
会
新
聞
誌
世
話
掛
名
簿
」（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧
会
新
聞
誌
書
類
留
全
」）。

（
22
）
「
博
覧
会
社
事
務
分
課
役
員
表
」（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧
会
新
聞
誌
書
類
留
全
」）。

（
23
）
「
博
覧
会
社
則
并
連
名
簿
」一
八
七
五
年
一
〇
月
一
八
日（「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
二
農
商
」、

一
八
七
五
年
、
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
、
明
八
―
一
B
―
三
―
一
）。

（
24
）
「（
松
本
博
覧
会
に
つ
き
布
達
）」
一
八
七
三
年
九
月
二
七
日
（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧
会
新

聞
誌
書
類
留
」）。

（
25
）
「（
博
物
局
と
の
交
渉
に
つ
き
書
翰
）」
一
八
七
三
年
一
〇
月
八
日
（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧

会
新
聞
誌
書
類
留
」）。

（
26
）
「
筑
摩
県
へ
差
贈
リ
候
物
品
目
録
」
一
八
七
三
年
一
〇
月
二
〇
日
（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧

会
新
聞
誌
書
類
留
」）。

（
27
）
「（
生
徒
作
文
揮
毫
展
示
に
つ
き
願
書
）」
一
八
七
五
年
一
〇
月
一
四
日
（
前
掲
「
明
治
八
年

博
覧
会
之
部
二
農
商
」）。

（
28
）
「（
管
内
各
校
生
徒
之
作
文
席
書
張
り
出
し
に
つ
き
）」
一
八
七
六
年
三
月
二
八
日
（「
明
治
九

年
博
覧
会
一
件
一
」、
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
、
明
九
―
二
―
二
―
一
）。

（
29
）
塩
原
前
掲
書
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。

（
30
）
作
文
・
揮
毫
の
展
示
企
画
に
お
い
て
「
開
化
」
を
尺
度
と
し
た
視
線
が
、
単
に
作
品
（
モ
ノ
）

だ
け
で
な
く
、
授
業
の
様
子
（
コ
ト
）
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
に
改
め
て
注
意
を
促
し
て

お
き
た
い
。
こ
こ
に
は
、「
開
化
」
に
近
し
い
「
身
近
な
他
者
」
と
し
て
児
童
・
生
徒
や
教
員

の
授
業
風
景
そ
の
も
の
を
展
示
し
よ
う
と
す
る
発
想
が
垣
間
み
え
る
。
そ
れ
は
、
の
ち
の
内
国

勧
業
博
覧
会
に
つ
い
て
松
田
京
子
が
「
日
本
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
評
し
た
「
生
身
」
の

人
間
を
展
示
す
る
「
ま
な
ざ
し
」
に
通
底
す
る
も
の
と
考
え
る
（
松
田
前
掲
書
）。

近
代
学
校
の
授
業
風
景
を
衆
目
に
披
露
す
る
こ
と
は
、
博
覧
会
の
ほ
か
、
権
令
・
永
山
盛
輝

ら
官
員
に
よ
る
県
内
巡
回
の
際
に
も
行
わ
れ
て
い
た
（『
説
諭
要
略
』
一
八
七
四
年
）。
永
山
ら

は
、「
開
化
」
の
使
者
と
し
て
、
学
校
教
育
な
ど
の
必
要
性
を
説
諭
す
べ
く
各
地
を
巡
回
し
て

い
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
塩
原
佳
典
「
筑
摩
県
の
権
令
・
学
区
取
締
・
学
校
世
話
役
」

（
川
村
肇
・
荒
井
明
夫
編
『
就
学
告
諭
と
近
代
教
育
の
形
成
：
勧
奨
の
論
理
と
学
校
創
設
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
31
）
「
記
（
附
博
覧
会
興
行
願
届
等
之
義
戸
長
奥
印
無
之
共
上
申
不
苦
哉
）」
一
八
七
五
年
七
月

二
四
日
（
前
掲
「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
一
」）。

（
32
）
「
附
博
覧
会
」
に
つ
い
て
は
、
石
井
研
堂
に
よ
る
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。「
勃
興
熱
の
は

な
は
だ
し
か
り
し
博
覧
会
興
行
中
、
新
味
を
付
加
し
、
そ
の
範
を
今
日
に
留
め
し
者
に
、
付
博

覧
会
と
い
ふ
一
事
あ
り
。
そ
れ
は
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
「
余
興
」
に
て
、
演
芸
等
の
催
し
な
り
」

（
石
井
『
明
治
事
物
起
源
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
一
八
頁
、
一
九
〇
八
年

初
出
）。
附
博
覧
会
は
、
筑
摩
県
下
各
地
の
博
覧
会
で
も
併
催
さ
れ
て
お
り
、
文
墨
や
実
伝
演

劇
、
競
馬
や
撃
毬
な
ど
が
開
か
れ
て
い
た
。

（
33
）
開
産
社
は
、
筑
摩
県
政
期
に
発
足
し
た
勧
業
施
策
で
あ
る
。
永
山
盛
輝
が
主
導
し
県
下
大
区

長
を
発
起
人
と
し
て
一
八
七
三
年
に
設
立
、
一
八
八
八
年
ま
で
存
続
し
、
政
府
か
ら
の
貸
し
下

げ
と
住
民
の
出
資
を
元
手
に
貧
民
救
済
と
勧
業
に
取
り
組
ん
だ
（
中
村
文
『
信
濃
国
の
明
治
維

新
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）。
筑
摩
県
下
博
覧
会
と
開
産
社
と
で
は
、
担
い
手
に
重
複

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
両
事
業
の
関
連
を
示
す
史
料
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
両
事
業
が
本
格
的

に
重
な
り
合
い
始
め
る
の
は
、
明
治
一
〇
年
代
の
内
国
勧
業
博
覧
会
あ
る
い
は
共
進
会
に
お
い

て
で
あ
ろ
う
。

（
34
）
た
だ
し
県
当
局
自
身
も
、
博
覧
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
筑
摩
県
は
、
一
八
七
三
年
の
第
一
回
松
本
博
覧
会
の
際
に
附
博
覧
会
と
し
て
撃

剣
会
の
開
催
を
大
蔵
省
事
務
総
裁
参
事
・
大
隈
重
信
宛
に
伺
い
出
て
い
た
。
伺
書
で
は
、「
人

民
本
業
筋
ニ
不
差
障
様
取
締
」
た
め
三
〇
日
間
の
興
行
を
開
き
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
大
蔵
省
側
は
、「
人
民
一
般
職
業
之
障
害
ト
相
成
自
然
流
弊
不
少
儀
」
と
の
理
由
で
却

下
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
県
と
政
府
の
あ
い
だ
で
も
認
識
の
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
た
。
こ

う
し
た
認
識
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
附
博
覧
会
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
別
稿
に
て
論
じ
る
用
意
が
あ
る
。「（
撃
剣
興
行
難
聞
届
候
事
）」
一
八
七
三
年
一
〇
月

二
五
日
（「
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧
会
新
聞
誌
書
類
留
全
」）。

（
35
）
た
と
え
ば
一
八
七
四
年
四
月
の
諏
訪
高
島
博
覧
会
に
際
し
て
、
高
島
博
覧
会
社
総
代
の
宇
多

川
潔
が
「
僻
陬
之
土
地
彫
刻
難
相
成
当
惑
仕
」
に
つ
き
「
御
庁
鉛
版
ヲ
以
規
則
書
御
摺
立
、
御

管
内
一
班
御
布
達
披
下
置
」
た
い
と
県
庁
へ
願
い
出
て
い
る
。
規
則
書
二
〇
〇
部
を
刊
行
し
半

分
は
博
覧
会
社
へ
下
げ
渡
し
、
も
う
半
分
は
管
内
へ
頒
布
す
る
と
の
見
込
み
で
あ
っ
た
。
趣
意

書
は
、
県
庁
の
助
力
の
も
と
刊
行
さ
れ
、
県
内
へ
頒
布
さ
れ
て
い
た
。「（
規
則
書
印
刷
に
つ
き

願
書
）」
一
八
七
四
年
四
月
三
〇
日
（
前
掲
「
明
治
七
年
勧
業
博
覧
会
之
部
全
」）。

（
36
）
た
だ
し
「
燈
火
」
の
企
画
は
、「
素
々
博
覧
会
ハ
昼
丈
ケ
ノ
事
ニ
テ
夜
分
ニ
掛
ル
者
ニ
非
ス
」

と
の
理
由
で
県
に
却
下
さ
れ
て
い
る
。「（
古
川
町
博
覧
会
願
小
官
指
令
候
条
）」
一
八
七
五
年

六
月
二
八
日
（
前
掲
「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
二
農
商
」）。

（
37
）
「（
飛
騨
高
山
博
覧
会
広
告
）」
一
八
七
四
年
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
蔵
、
大
前
家
A
九
〇
（
四
）

二
五
。

（
38
）
「
奉
願
口
上
書
」
一
八
七
五
年
八
月
（
前
掲
「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
二
農
商
」）。

（
39
）
塚
本
学
『
都
会
と
田
舎
：
日
本
文
化
外
史
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
。

（
40
）
『
内
務
省
第
一
回
年
報
自
明
治
八
年
七
月
至
明
治
九
年
六
月
二
』
一
八
七
六
年
。

（
41
）
塩
原
前
掲
書
、
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
。

（
42
）
「
松
本
博
覧
会
規
則
」
一
八
七
三
年
一
〇
月
一
〇
日
（
前
掲
「
明
治
六
年
博
覧
会
新
聞
誌
書

類
留
」）。

（
43
）
こ
う
し
た
状
況
は
、
筑
摩
県
政
期
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
筑
摩
県
末
期
の
高
島
博
覧
会
（
一
八
七
六
年
、
表
1
の
№
21
）
で
も
、
展
示
品
に
関
す

る
規
則
は
第
一
回
松
本
博
覧
会
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に「
品
評
」に
関
す
る
条
文
は
な
い
。「
高
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島
博
覧
会
規
則
」
一
八
七
六
年
三
月
（
前
掲
「
明
治
九
年
博
覧
会
一
件
一
」）。

ま
た
同
様
の
事
情
は
、
旧
長
野
県
で
も
確
認
で
き
る
。
旧
長
野
県
で
は
、
一
八
七
五
年
七
～

八
月
の
善
光
寺
大
勧
進
に
あ
わ
せ
て
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
規
則
に
は
、
筑
摩
県

下
博
覧
会
と
同
じ
く
、
出
品
物
を
品
評
す
る
条
文
は
な
い
。「
長
野
博
覧
会
規
則
」
一
八
七
五

年
四
月
（
前
掲
「
明
治
八
年
博
覧
会
之
部
一
」）。

（
44
）
「（
京
都
府
よ
り
筑
摩
県
宛
品
評
）」
一
八
七
五
年
一
二
月
一
二
日
（
前
掲
「
明
治
九
年
博
覧

会
一
件
一
」）。

（
45
）
「（
京
都
府
石
川
県
両
所
よ
り
博
覧
会
出
品
差
越
方
願
出
に
つ
き
）」
一
八
七
六
年
二
月
二
八

日
（
前
掲
「
明
治
九
年
博
覧
会
一
件
一
」）。

（
46
）
「
奉
願
（
京
都
府
并
石
川
県
両
所
へ
出
品
に
つ
き
）」
一
八
七
六
年
二
月
二
八
日
（
前
掲
「
明

治
九
年
博
覧
会
一
件
一
」）。

（
47
）
他
府
県
へ
の
出
品
物
の
取
り
ま
と
め
役
を
担
お
う
と
す
る
松
本
博
覧
会
社
の
動
き
に
、
前
章

で
検
討
し
た
卓
越
化
へ
の
志
向
性
を
読
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
48
）
「
博
覧
会
開
設
御
願
」
一
八
七
六
年
四
月
二
〇
日
（
前
掲
「
明
治
九
年
博
覧
会
一
件
一
」）。

（
49
）
筑
摩
県
で
は
、
一
八
七
三
年
九
月
に
下
問
会
議
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
断
続
的
に
議
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
民
情
把
握
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
で
、
区
戸
長
や
士
族
、
僧
侶
や
神
官
な

ど
が
議
員
と
し
て
選
出
（
官
選
）
さ
れ
た
。
赤
穂
博
覧
会
に
お
け
る
「
農
議
所
」
の
試
み
も
、

こ
う
し
た
議
事
の
経
験
が
ふ
ま
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
関
連
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
明
治
初
年
代
に
お
け
る
議
事
規
則
や
代
議
制
の
変
遷
に
つ
い
て

は
、
三
村
昌
司
「
近
代
日
本
に
お
け
る
多
数
決
の
導
入
：
明
治
初
年
地
方
民
会
を
中
心
に
」

（『
史
潮
』
第
八
四
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
50
）
「
御
届
」
一
八
七
六
年
五
月
二
一
日
（
前
掲
「
明
治
九
年
博
覧
会
一
件
一
」）。

（
51
）
「
以
書
付
奉
願
候
（
第
六
回
松
本
博
覧
会
開
催
に
つ
き
）」
一
八
七
七
年
三
月
一
四
日
（「
明

治
九
年
博
覧
会
一
件
二
」
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
、
明
九
―
二
B
―
二
―
二
）。

（
畿
央
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
五
日
審
査
終
了
）
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The latter half of the 19th century is also called the “era of expositions”. With the World Expo that 

started in Europe, the exposition boom spread around the world. In response to that wave, expositions 

were held in various places in Japan after the Meiji Restoration.

In this paper, various aspects of the local expositions in the early Meiji era were examined from the 

case of Chikuma Prefecture (currently central and southern Nagano Prefecture and northeastern Gifu 

Prefecture). The characteristic of the case of Chikuma Prefecture was that expositions were held not 

only in Matsumoto, which was the center of the prefecture, but also in various parts of the prefecture. 

Despite the lifetime of Chikuma Prefecture, which was less than five years, the number of related 

events of the expositions was only confirmed, reaching a total of 27 times.

Regarding the background of this situation, the author examined the trends of the expo companies 

that were responsible for it and the documents of the purpose of the meeting as clues. First, being 

involved in the operation of the exposition was believed to have given its bearers an outstanding 

position. The bearers had gained the initiative of “civilization” by bringing knowledge and information 

from outside the region through negotiations with Expo Secretariat at the Ministry of Education and 

selecting items and things suitable for exhibition. Secondly, in the memorandums of various parts of 

Chikuma Prefecture, the history of the event was described in relation to local attractions and historic 

sites. The exposition was an opportunity to arouse their regional pride. In addition, the consciousness 

of trying to imitate the preceding areas such as Matsumoto was repeatedly expressed. From here, it 

can be seen that the events of the exposition were held as if to compete in various places so as not to 

miss the trend of “civilization”.

The expositions in the early Meiji era promoted the reorganization of relations in the local 

communities as a project symbolizing “civilization”. However, the “civilization” sought at the local 

expositions did not necessarily overlap with the purpose of industrial promotion intended by the 

new Meiji government. At the expositions in Chikuma Prefecture, attempts such as “evaluation” and 

“agricultural council” were seen, but they were not effective. It is thought that the purpose of the 

exposition will shift from “civilization” to industrial promotion in earnest after the start of the National 

Industrial Exhibition in the 10’s of Meiji era.

Key words: civilization, exposition, Chikuma prefecture, regional pride, industrial promotion
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